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指導案集の発行にあたって

情報化やグローバル化の進展、人工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化、絶え間ない技術革新

等により、将来予測困難な時代を生きる子どもたちは、多様な人々と協働しながらさまざ

まな社会の変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることが求められています。そ

のためには「具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、

自立し生活を豊かにしていく」「探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習

を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく」といった生活

科・総合的な学習の時間で育む資質・能力がとても重要です。

令和３年度の答申で示された「個別最適な学びと協働的な学び」では、一人一人に応じ

た学習活動を充実するとともに、ともに学ぶことでより個人の学びの質を高め、同時に集

団の質も高めていく学習活動を展開することが求められています。これは、今まで生活科

や総合的な学習の時間で重視してきた学習活動が、他教科に広がったと言えます。

昨年度は、「第２５回関東地区小学校生活科・総合的な学習の教育研究協議会 群馬大

会」に市内の生活・総合的な学習の時間教育研究部員を中心にオンラインの参加をしまし

た。研修では、『①新しい時代に求められる資質・能力を生活・総合の時間を通してどの

ように育成するか明確にすること ②「整理・分析」「まとめ・表現」を意識した探究の

プロセスを改善し、資質・能力の向上を図っていくこと ③学校全体で育てたい資質・能

力と発達段階や各教科等との相互の関わりを意識した全体計画の作成すること』などにつ

いて学ぶ機会となりました。今年度、夏季指導法研修会で各学校の総合的な学習の時間の

取組について情報共有をすると、上記の研修を自校化している学校がありました。生活科

や総合的な学習の時間は、専門の教科としての免許状がないこともあり、毎年各学校で部

員がかわることも珍しくありません。若い先生方も多く、改めて研修の機会を確保するこ

との必要性を痛感いたしました。是非、先進校視察等の機会があれば、それを生かしてほ

しいと思います。

今後も、人と人との交流や本物に触れる体験を大切にしてきた生活科や総合的な学習の

時間においては、あらたな工夫をもって、先生方で情報交換をしながら、よりよい授業づ

くりに努めていければと思います。

最後になりましたが、「令和６年度 生活科・総合的な学習の時間研究部指導案集」が、

南部地区の先生方のご協力のもと発行できますことに、深く感謝申し上げます。この指導

案集が、各校のさらなる充実した授業づくりにご活用いただければ幸いです。

令和７年２月

日立市教育研究会生活科・総合的な学習の時間研究部

部長 木村 央
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第２学年 生活科学習指導案 
日立市立水木小学校 

１ 単元名    もっと なかよし まちたんけん 
 
２ 単元の目標 
 ○ 地域の人々と関わる活動を通して、自分たちの生活は、地域のさまざまな人や場所と関わっていることや、

地域の人々が地域に寄せる思いに気付くことができる。               （知識及び技能） 
 ○ 地域の人々と関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり、働いたりしている人々について考え

たり、自分たちとの関わりを見付けたりすることができる。       （思考力、判断力、表現力等） 
 ○ 地域の人々と関わる活動を通して、地域の人々に親しみや愛着をもち、適切に接したり、安全に生活した

りしようとする。                          （学びに向かう力、人間性等） 
３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 
・地域で生活したり働いたりして
いる人々やさまざまな場所が
自分たちの生活を支えている
ことを理解している。 

・様々な人々に関わる際、相手や
場に応じた挨拶や言葉遣いを
したり、マナーを守ったりして
接している。 

・地域の場所におけるふさわしい
行動を予想しながら、活動の計
画を立てたり約束を決めたり
している。 

・地域の場所や人々を自分の生活
と関連付けながら、とらえてい
る。 

・好きになった場所や親しくなっ
た人々などのことを振り返り
ながら、工夫して友達に知らせ
ている。 

・地域の場所や人々に応じて、適
切に接したり安全に生活した
りしようとしている。 

・地域の場所や人々への親しみや
愛着をもって、それらのよさを
大切にしようとしている。 

４ 指導にあたって 
  本単元の重要指導事項は、学習指導要領生活科第２学年の内容（３）「地域に関わる活動を通して、地域の場
所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えることができ、自分たちの生活が様々な人や場所と
関わっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。」
（８）「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝え
たいことや伝え方を選んだりすることができ、身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、進
んで触れ合い交流しようとする。」に位置づけられている。１学年生活科の「「こうえんで なつを さがそう」
や「むかしから つたわる あそびを たのしもう」での気付きや学びが地域に関わる活動につながる。児童
は 1学期の「どきどき わくわく まちたんけん」で、学区にあるお店や施設などを全員で巡る町探検を行い、
気付いたことや分かったこと、もっと知りたいことをまとめた。本単元では、探検したことを元に再度、町探
検に出かけ、地域の人々や場所と関わる活動を中心に学習を進める。その中で、地域との様々なつながりを意
識し、ルールを守り、地域の人に感謝する心を養うことをねらいとしている。 
児童の実態調査（アンケート）                     （２２名 ７月１９日実施） 
１ 学習して分かったこと

や、気付いたことを誰か
に伝えたいと思います
か。 

思う １６人 思わない ６人 

２ 自分の住んでいる町のこ
とを知っていますか。 
（人、場所、物など） 

知っている １７人 知らない ５人 

３ 自分の町の素敵なところ
を紹介できますか。 

できる ９人 できない １３人 

４ 町の素敵なところを書い
てみましょう。 

・働いている人がたくさんいる。・神社がある。・すずしい・水がきれい 
・お店がたくさんある。・おいしいお店がある。・家がたくさんある。 

５ 気になる場所やもっと知
りたいと思うことがあり
ますか。 

・泉神社にはどうして湧き水があるのか。 
・はぎや旅館にいきたい。・公園について知りたい。 
・はぎや旅館の中はどんな風になっているのか。 
・お店について知りたい。（うなぎ屋、旅館、水木の庄、赤津水産） 

６ 自分から積極的に地域の
人に話しかけられます
か。（あいさつなど） 

話しかけられる 16 人 話しかけられない ６人 

本学級の児童は、登下校時や普段の生活の中で、地域の様々な場所や人を目にしている。事前アンケートの
結果、場所や人、ものなど自分の住んでいる町について知っている児童は７７％以上いた。一方、町について
知っていることはあっても、町の素敵なところを紹介できると答えた児童は４０％であった。自分たちが住ん
でいる町について知っていることはあってもそれを町のよさだと捉えている児童は少ないことがわかる。町の
よさを捉えることは難しくても、町について気になることや知りたいことがある児童は多くいた。特に、町探
検で回った地域のお店に対しての質問が多く、自分の住んでいる町について児童が興味や関心をもったことが
うかがえる。また、「自分から積極的に地域の人に話しかけられますか。」という質問に対し、半数以上の児童
が「「話しかけられる」と答えていることから、地域の人との交流に意欲的であることが分かった。しかし、普
段の生活の様子を見ていると、目上の人に対して敬語を使えないことが多く、時と場に応じた適切な話し方が 

１－１ 



身に付いているとはいえないのが現状である。 
  そこで、指導に当たっては、単元のゴールを探検で分かったことを整理してポスターにまとめ、ポスターと
お礼状を探検したお店に渡しに行くことを設定し、児童に目的意識が生まれるようにする。1 学期は、全員で
町探検に行き、地域の人や場所について分かったことや気になったこと、もっと知りたいことをまとめ、全体
で共有した。2学期は、１学期にまとめたことを元に探検場所を決め、詳しく調べるためにグループに分かれ、
分担して実際に地域のお店や場所に行き、地域の人に会ってインタビューを行う。自分たちの予想したことを
元に質問を行うことで、予想と実際の回答を比較し、新しい発見に気が付けるようにする。また、新しい発見
や疑問があることで、地域に対しての興味・関心、大切にしていこうとする気持ちがもてるようにしていく。
自分たちが探検に行った場所だけでなく、地域には他にもさまざまな場所や人がいる。 
本時においては、グループごとに「「もの」、「「こと」、「「人」の項目に分けたカードを作り、タブレットで発表

カードを作成する。その後、一緒に探検に行っていない友達に分かりやすく伝えることで、児童が探検した場
所以外にも地域の場所や人に親しみをもち、自分たちの生活と地域が関わっていることを知り、さらに「「町の
よさ」を大切にしていこうとする意識を高めることにつなげていく。 

  金融経済教育の視点D「「ャリアア教育に関する分野」の「「社会との様々なつながりを理解し、ルールを守り、
他人に感謝する心を養うとともに、よりよい社会を築くためにみんなで協力することの意味を理解し、何がで
きるかを考え実行できる態度を養う。」に迫り、児童が働く人に感謝し、地域のために協力して生活ができるよ
う指導する。 
 

５ 指導・指導計画（13時間扱い、〇は本時） 
時 主な学習内容・活動 観点 評価規準（評価の手段） 
１ 
 

・探検に行きたい場所や話したい人、聞き
たいことなどについて話し合う。 

・探検先ごとにグループをつくる。 

思考 ・探検に行って実現できそうなことを予想し、
探検する場所や調べることを決めている。         

（発言・観察） 
２ 
３ 

・グループごとに探検の計画を立てる。 
・質問することを整理し、質問カードを作
る。 

・質問の練習をしたり、マナー（挨拶や交通
安全について）を確認したりする。 

知識 
 
 

思考 

・気付いたことや疑問に思ったことを元に探
検場所について問いを見出している。 

・行きたい場所や会ってみたい人、してみたい
ことを思い描きながら、計画を立てたり約束
を決めたりシミュレーションをしたりして
いる。       「（発言・ワークシート） 

４ 
５ 

・グループごとに探検に行く。 
 

知識 
 
 

思考 

・探検先の人々に接する際、相手や場に応じた
挨拶や言葉遣いをしたり、マナーを守ったり
して接している。 

・地域で見付けたことを自分のこれまでの経
験と関連させながら、地域の場所や人の役割
を探している。「（ワークシート・発言・観察） 

６ ・探検活動を振り返り、気付いたことを記
録カードにかく。 

思考 ・地域で生活したり働いたりしている人々や
様々な場所が自分たちの生活を支えている
ことや、それが自分と関わっていることが分
かっている。   （ワークシート・発言） 

７ 
８ 

・探検で見付けたことをグループごとに整
理する。 

思考 
 
 

主体 
 

 

・地域に関わる活動を通して、地域の場所やそ
こで生活したり働いたりしている人々につ
いて考えている。 

・地域の場所や人々への親しみや愛着をもっ
てそれらのよさを大切にしようとしている。 

（発表ノート・発言・観察） 
９ 
10 
 
11 

・紹介の仕方を考える。 
・探検で関わった人のことを他のグループ
に伝える準備をする。 

・発表会の練習を行う。 

思考 
 
 

思考 
 
主体 

・相手意識をもって、どうまとめれば伝わりや
すいか考えながら工夫して準備をしている。 

・相手意識をもって、どうまとめれば伝わりや
すいかを考え、地域の場所や人々のよさを自
分の言葉でまとめようとしている。 
・地域の場所や人々への親しみや愛着をも
ってそれらのよさを大切にしようとしてい
る。 （ワークシート・発表ノート・観察） 

12 ・発表会を行う。 思考 ・友達の見付けたことと自分の見付けたこと
の共通点や相違点を探しながら、地域のこと
を伝え合っている。（発表・ワークシート） 

13 ・地域のさまざまな場所や地域の人たちと
自分の生活の関わりについて話し合う。 

知識 
 
 

思考 

・地域には自分たちの暮らしを豊かにしてく
れる人がたくさんいることに気付いている。 

・自分や友達が関わった人々の地域に寄せる
思いから共通点を見出し、地域の人々のよさ
について話している。   （発言・観察） 
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６ 本時の指導 
（１） 目標 

   〇 相手意識をもって、どうまとめれば伝わりやすいかを考え、地域の場所や人々のよさを自分の言葉で
まとめることができる。                     （思考力・判断力・表現力等） 

（２） 金融経済教育の視点 
 金融経済教育の視点D「ャリアア教育に関する分野」の「社会との様々なつながりを意識し、ルー
ルを守り、他人に感謝する心を養うとともに、よりよい社会を築くためにみんなで協力することの意
味を理解し、何ができるかを考え実行できる態度を養う。」に迫り、児童が働く人に感謝し、地域の
ために協力して生活ができるよう指導する。 

（３） 準備・資料 
カード・掲示物・タブレット・電子黒板 

（４） 展開         ☆金融経済教育上の配慮事項 〇指導に生かす評価 （評）記録に残す評価 
学習内容・活動 指導上の留意点、評価 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・分かりやすいカードの書き方 
・もの、こと、人の項目にわけた書き方の工夫 

  
２ 本時の課題をつかむ。 
 
 
 
 
 
３ 相手意識をもって、グループごとに発表ノート
を作成し、完成させる。 

（１） 各グループでカードの進み具合を確認す
る。 

・説明する順番を変えてみよう。 
・伝えたいことが伝わるように、写真を入れる
といいね。 

 
（２） 発表ノートを作成する。 

 
（３） 自分たちの発表ノートが分かりやすくなっ

ているか、他のグループの発表ノートを見
に行く。 

・カードと合った写真を入れていて分かりや
すいね。 

 
（４） 発表ノートが分かりやすくまとまっている

か確認し、完成させる。 
 

  （発表ノート）    （ワークシート） 

 
 
 
４ 本時の振り返りをする。 
 「・こと、もの、人にわけてグループで分かりやす

いカードが作れた。 
・聞いている人を意識して発表ノートを作れた。
伝えたい地域のよさが伝えられそう。 

 
 
５ 発表会の流れについて確認する。 
 

・前時までに行った、分かりやすいカードの書き方の
復習をする。 

・既習事項が確認できるように、地図、資料等を掲示
しておく。 

・活動の見通しがもてるように、前時で確認した相手
意識をもってわかりやすくまとめるポイントをグ
ッドモデルで再度おさえる。 

・相手意識をもって取り組むことができるように、本
番では発表ノート「（タブレット）を使用して発表練
習することを伝える。 

☆町探検のことを思い出し、自分たちの見つけた地域
の人や場所のどんなよさを友達に伝えたいのかを
考えるよう助言する。 

・相手意識をもたせるように、相手が分かりやすい発
表ノートとはどんなものか確認する。 

 
○自分の見つけた町のよさを、相手に分かりやすく自
分の言葉でまとめようとしている。（B） 

 B に達していると判断されるグループや児童には、
その理由を考え、ワークシートやメモに文章で記述
するよう促す。説明が不十分で、Cと判断される児
童には、グッドモデルの説明文を確認して、伝えた
いことを表現できるように支援する。 

・自分たちの発表ノートが分かりやすくなっているか
比較検討できるように、他のグループの様子を見に
行く時間をとる。 

・分かりやすい発表ノートになっているかグループご
とに確認するよう助言する。 

 
（評）相手意識をもって、どうまとめれば伝わりやす
いかを考え、地域の場所や人々のよさを自分の言葉
でまとめていたか。「（思考力・判断力・表現力等）（ワ
ークシート・発表ノート・観察） 

 
【目標を達成した児童の姿】 

相手意識をもって、どうまとめれば伝わりやすい
かを考え、地域の場所や人々のよさを自分の言葉で
まとめようとしている。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
・次時は発表の練習をタブレットで録画しながら行う
ことを伝え、意欲につなげる。 

１－３ 

 町たんけんで見つけたことを友だちにつた

える準備をしよう。 

 

カードを説明する
ための写真 

    

あかつ水さんへ行った

よ！ 

人 

地いきの人にしんせんで

安ぜんな魚を食べてもら

えるように、地元のうみ

でとれた魚を売っていま

す。 
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 第１学年１組 生活科学習指導案 
                                日立市立大みか小学校 

 
１ 小単元名   はなのようすをつたえよう（単元：きれいにさいてね） 
 
２ 単元の目標 

(1) 植物を継続的に栽培する活動を通して、植物は生命をもっていることや成長していることに
気付くことができる。                         （知識及び技能） 

(2) 植物を継続的に栽培する活動を通して、植物の育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって 
働きかけることができる。                            （思考・判断・表現） 

(3) 植物を継続的に栽培する活動を通して、生き物への親しみをもち、大切にすることができる。 
                            （学びに向かう力、人間性等） 

 
３ 指導にあたって 
本単元は、学習指導要領生活科編第１学年及び第２学年の「内容（７）動植物の飼育・栽培」に

位置付けられているものである。単元全体を通して、児童が、植物の特徴や成長に関心をもち、植
物に親しみをもつことを主な目標としている。 
本学級の児童は、下記の実態調査から次の傾向が見られる。＊１から、タブレットの操作はまだ

不慣れな状態である。また、＊２から、タブレットへの興味・関心が高いことがわかる。 
しかし、日常生活では、人前で話をすることが苦手であったり、日直の司会進行時の声が小さく、

相手に話の内容が伝えられなかったりする場面が多く見受けられる。また、指示理解が未熟なこと
もあり、本学級では、フラッシュカードでの視覚支援のほか、口伴奏（キーワード）をつけて、指
示した動作を聴覚でも分かりやすく支援をしている。（名前→水筒→ランドセルの順で机上に置く
／雑巾がけは、２マス・ジグザグジグザクかえるさんで拭く／給食ナフキンは、くるくるおすしに
巻く等）この支援が、児童の自主的な動作や自信に繋がり、積極的に清掃に取り組む姿が見られる。 
本単元では、朝顔の成長をタブレットで写真撮影することを取り入れた。昨年度まで、観察記録

を紙媒体で記録してきた。昨年度・１年生における事後テスト（朝顔の成長過程のフラッシュカー
ドを成長の過程順に並びかえる）を行った結果、正答率が 60％とやや低かった。このことから、タ
ブレットを用いて児童が写真を撮り、観察記録を作る活動を通して、観察の様子が話しやすくなっ
たり（＊３）、成長過程を振り返りやすくなったりすることで、同様の事後テストで正答率を上げ
ることができるのではないかと考えた。また、植物の成長記録をタブレットで記録することで、他
の植物や動物等の観察記録を付けてみたいといった児童の学びに向かう気持ちを引き出せるのでは
ないかと考える。さらに、大みか小授業スタイル（国語科）から、理由を明確にするための掲示物
やフラッシュカードを使用し、言葉で友達に分かりやすく伝えることも併せて指導していく。 
          実態調査（令和５年５月１～２日実施 計 27 名）   ＊本学級特徴的項目 

  
４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・植物を継続的に栽培する活動 
を通して、植物は生命をもって 
いることや成長していることに 
気付こうとしている。        

・植物を継続的に栽培する活動を 
通して、植物の育つ場所、変化や
成長の様子に関心をもって働きか
けようとしている。 

・植物を継続的に栽培する活動を 
通して、生き物への親しみをも
ち、大切にしようとしている。 

 
５ 単元の指導計画（12 時間扱い)  
第一次 たねをまこう・・・・・・・・・・・・・２時間 
第二次 せわをしよう・・・・・・・・・・・・・１時間 
第三次 はなのようすをつたえよう・・・・・・・２時間 
時間 主な学習活動 評価基準（観点） 評価方法 

１ 
本時 

 
２ 

タブレットの操作方法
を操作し、成長に気づ
く。 

・植物を継続的に栽培する活動を通して、植物は
生命をもっていることや成長していることに気付
こうとしている。      （知識及び技能） 
・植物を継続的に栽培する活動を通して、植物の
育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働き
かけようとしている。  （思考・判断・表現） 
・植物を継続的に栽培する活動を通して、生き物
への親しみをもち、大切にしようとしている。 
        （学びに向かう力、人間性等） 

・行動観察 

３ 
 
４ 

観察記録をつくる。 ・観察記録 

 第四次 たねをとろう・・・・・・・・・・・・・３時間  

項目 質問事項 Yes の人数 
 あさがおなど、しょくぶつを そだてたことがありますか？ 20 

 しょくぶつをみることは、すきですか？ 25 
 タブレットやスマホ、パソコンをつかったことがありますか？ 10 

＊１ タブレットやスマホ、パソコンでしゃしんをとったことがありますか？ 7 
＊２ タブレットをつかうことは、たのしみですか？ 27 
＊３ しゃしんやえがあると、はなしをするときに、はなしやすいですか？ 27 
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６ 本時の学習 

(1) 目標 
・操作キーワードの順に操作ができたり、写真を撮影したりすることができる。   （表現） 
・自分が世話をしたことで、朝顔が成長していることに気づくことができる。   （知識） 

   ・成長を期待し、それを写真で記録してみようという期待を話したり、書いたりすることが
できる。                                 （思考） 

(2) 準備・資料 
・タブレット・プロジェクター・スクリーン・掲示物・フラッシュカード  

(3) 展開 ☆根拠や理由を明確にして自分の思いや考えを表現するための手立て ◇ICT 機器の効果的活用 
 学習活動及び内容    児童への支援と評価  

〈

 

導

入

 

５

分 

〉 

 
 ５ 分 ＞ 

１ 本時のねらいを聞く。 
  
 
 
 
 

◇児童が想起しやすいように、前時までの
活動の写真を数枚、スクリーンに提示す
る。 

◇授業のねらいを児童の印象に残せるよう
に、本時の流れをスクリーンに提示する。 

〈 

展
開 

 
 

分 

〉 

２  学習手順を聞く。 
操作キーワード 

① 電源を入れる     キーワード 「スイッチ」 

② パスワードを入力  キーワード 「パスワード」 

③ まなびポケットを起動  キーワード「まなポケ」 

④ スカイメニューを起動 キーワード「スカメニュ」 

⑤ カメラ機能を起動  キーワード「カメラマーク」 

⑥ 写真を撮影      キーワード「おしゃしん」 

⑦ スカイメニュー提出箱に提出  

キーワード「ていしゅつ」 

 
３  タブレットの操作をする。 
（1）手順①～⑤を、スクリーンに提示された手

順を見て、教師と一緒に進める。 
（2）操作が難しい友達に操作の仕方をおしえた 

り、おそわったりする。 
 

４  写真撮影をする。 
手順⑥ 朝顔の鉢のところへ行き、写真撮影
をする。 

  
５  ペア・グループでの活動をする。 

撮影した朝顔の写真を児童間で見せ合う。 
友達の朝顔の様子や写真の様子を話す。 

 
６ 手順⑦ スカイメニュー提出箱へ提出する。 
  スクリーンに提示された提出の手順を見て、 

教師と一緒に進める。 
 
 

・児童が質問しやすくなるように、「説明
で操作ができそう？」「クリックする場
所が分かった？」等と随時、言葉掛けを
して、雰囲気を作る。 

・学習の活動に入ることが難しい児童が、 
困っているときには、個別に対応するか、
再度、全体で操作の手順の説明をする。 

・個別に配慮を要する２名の児童には、生
活指導員２名が、生活科室で同様の内容
に準じた活動内容で支援をする。 

 
☆操作手順が難しい児童には、「手順の○
番が分かりません。」と分からない箇所
を明確に言えるように、教師から「手順
の何番で分からなくなっていますか？」
と問いかけをする。 

 
・写真を教師に見せに来た児童には、写真
を撮ることに興味や意欲が高まるよう
に、「上手に撮れたね。」と称賛する。 

 
・写真を撮ることに興味や意欲が高まるよ
うに、撮影した写真は、友達と自由に見
せ合う時間を設ける。 

 
（評） 
・タブレットの操作で写真に表すことが
できる。          （操作） 

・自分が世話をしたことで、朝顔が成長
していることに気づくことができる。 
              （記録） 

・成長を期待し、それを写真で記録して 
みようという期待を話したり、書いた 
りすることができる。 （発言・記録） 

【目標を達成した児童の姿】 
・撮影した写真を見せ合っている。 
・「写真が撮れた。」「朝顔の葉っぱ小
さい。」「芽が出ている。」「お母さ
んにも教えたい。」等の発言をしてい
る。 

 

   
 
 

タブレットで、しゃしんをとろう、おく
ろう。 

35  
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〈 

終
末 

５ 
 

分
〉 

７  本時を振り返る。 
（1）操作方法のキーワードを振り返る。 
（2）手順①～⑦のキーワードのフラッシュカー 

ドを見て、復唱する。 
 
 

８  次時の内容を聞く。 
 
 

◇撮影できた達成感を児童が味わえるよう
に、児童自身が撮影した写真をスクリー
ンに提示する。 

・児童が次時の学習に意欲がもてるように、
教師が写真にコメントを添える。 

 
・次時への見通しをもてるよう、「次もこ
の手順で写真を撮ってみようか？」と問
いかける。 
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第６学年１組 総合的な学習の時間 学習指導案 
日立市立大沼小学校 

 
 
１ 単元名   自分がなりたい仕事や友だちから勧められた仕事について調べよう 
 
２ 単元の目標 
（１）社会生活には様々な役割があり、社会人として自分の役割を果たすことの大切さを理解することがで

きる。                                   （知識及び理解） 
（２）様々な職業や生き方、学校で学ぶことと社会・職業生活との関連を理解し、身に付けるべき知識や技

能や、これからの生き方、将来を考えることができる。       （思考力、判断力、表現力等） 
（３）就きたい仕事やなりたいものなどの希望をもち、それを実現するための進路計画をまとめ、実行しよ

うとしている。                         （学びに向かう力、人間性等） 
 

３ 単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・社会生活には様々な役割があ
り、その役割について情報を収
集し職業に関する理解を深め、
社会人として役割を果たすこと
の大切さを理解している。 

・職業についての調査活動を通し
て、学校で学ぶことと社会・職業
生活との関連や、自分が将来に向
けてしなければならないことを考
えることができる。 

・自分の興味・関心や適性を
生かした職業を主体的に選択
しようとしている。 
・将来の夢や希望をもち、実
現するための生活や学習上の
課題を見つけ、解決に向けて
努力している。 

 
４ 単元について 
   本学年の児童は５年生までの総合的な学習の時間を通して、学校や地域のために活動することの大切

さや地域とのかかわりの大切さを実感してきた。今年度は自分の家族、地域で働いている人々、様々な
分野で働いている人々に目を向け、それらの人とのかかわりの中から、いろいろな職業があることや働
くことの意義や大切さ、将来の生き方について学ばせたいと考えた。そこから児童一人一人が将来の夢
や希望をみつけ、それを叶えるためのこれからの目標を明らかにし、自己を見つめ直すことを期待し、
この単元を設定した。キャリア教育の視点から考えると、自分がなりたい職業を調べたり、職業や生き
方についての話をゲストティーチャーや保護者、地域の人から聞いたり、海外の同年代の児童との交流
を通したりする様々な体験から、学校で学ぶことと社会・職業生活との関連を理解し、前向きに自己の
将来に対する進路計画を立て、実現に向けて努力していく態度を養う。この一連の学習は、直接的に職
業的発達にかかわる諸能力を育成することや、さらには、中学校でのキャリア教育の一環である職業体
験学習につながる学習であると考える。 
総合的な学習の時間についての実態調査 （令和６年５月 30 日実施 28 人） 
１ 自分の将来の夢がある。  はい 25 人  いいえ３人 

２ 自分の長所と短所を知っている。 はい 15 人  いいえ 13 人 
３ 自分のなりたい職業について調べたことがあ
る。 

はい 22 人  いいえ６人 

４ 自分の将来の夢に向けて具体的に考え行動し
ている。 

はい 15 人   いいえ 13 人 

５ 自分がなりたい職業で働いている人のお話を
聞いたことがある。 

はい 15 人  いいえ 13 人 
親から聞いた３人 テレビで見た６人 
ネットで聞いたり見たりした８人 
イベントで聞いた１人 

   本学級は、将来なりたい職業や夢をもっている児童が多くいる。またそれについて前向きに行動した
り、積極的に調べたりする児童も多い。しかし、自分がなりたい職業で働いている人の話を実際に聞い
たり見たりしたことがある児童は半数である。また、自分の将来なりたい職業や夢に向けて具体的に考
えて行動している児童も半数であり、なりたい夢はあるが、どういう技能や知識を身に付ければよいの
かを理解していない児童が多いことが分かる。そこで、実際にその仕事をしている人の話を直接聞く体
験や、他者から見た自分の適性にあった職業を勧めてもらう活動をしたり、海外の児童と夢を語り合っ
たりする交流活動などを通して、自分の将来について広い視野で考え、自分事として捉え、今後の生活
や将来に生かしていけるような学習にしていきたい。 

   指導にあたっては、単元の導入で、自分の好きなものや興味のあるものから夢探しや仕事探しをし、
少しでも自分がなりたい職業ややりたいことを見つけられるようにする。実際に働いている様々な人の
意見や経験談、職場見学などを通して、「働くことの意義」「自分の夢のためにできることは何か」、な
ど自分の将来について深く考えられる機会を作る。また、調べ学習や体験的学習など、個人の学びの後
には必ず意見交流を設定したり、外国の児童との交流を通したりして、多様なものの見方や考え方にふ
れ、児童一人一人の考えが深められるようにしていきたい。さらに、児童同士の学び合いや調査活動が
より深まるよう、ICT 機器を情報の収集や共有などの場面で効果的に活用して児童中心の学びを充実さ



3-2 

せていきたい。 

５ 単元の指導計画（１２時間扱い）「知・思・態は指導に生かす評価、○知・○思・○態は記録に残す評価」 

次 時 学習内容・活動 観点

 

◎評価【評価方法】・留意点等 
※は努力を要する児童への手立て 

１ 
 

１ 
２ 
３ 

 
自分が好きなことややりたいことを考え

て、職業探しをしよう。 
 
・自分の興味・関心やよさを生かし、なり
たい職業を検索する。 

・タブレットで調べる。 
（未来の仕事を探せ！学研キッズネット） 
（13 歳のためのハローワーク） 

○態  
◎自分が好きなことから職業探しについ
て進んで調べている。 

【観察・ワークシート】 

 ４ 
 
 
 

 
自分の興味がある仕事はなにか考えよ

う。 
 
・ワークシートに記入 

思 ◎自分の興味のある職業とその理由につ
いて考えることができる。     

【観察・ワークシート】 
 

２ ５ 
６ 
７ 
８ 

 
 
 
 
・調べたことをプレゼン資料にまとめる。 

 
○思  

◎職業についての調査活動を通して、学
校で学ぶことと社会・職業生活との関連
や、自分が将来に向けてしなければなら
ないことをプレゼン資料にまとめること
ができる。   【観察・タブレット】 

３ ９ 
本
時 
 

 
 
 
１ 本時の課題をつかむ。 

 
友だちの長所に合う職業を見つけて伝え

合おう。 
 
２ 自分が選択した職業を伝え合う。 
 ・自分が調べた職業を簡単に伝え合う。 
 
３ 友だちの長所を伝え合う 
 ・グループになりそれぞれの友だちの長

所を理由とともに伝えていく。 
（３人～４人グループ） 

 
４ 友だちに勧めたい職業を決める。 
 ・友だちの長所に合うお勧めの職業をそ

れぞれ決める。 
 ・なぜその職業を勧めたいか理由を発表

する。 
 ・友だちから勧められた職業をタブレッ

トにまとめる。 
 
５ 全体で共有する。 
 ・友だちから勧められた職業を理由とと

もに発表する。 
 
 

６ 学習を振り返り、次時の学習を知る。 
 ・自分が選んだ職業と友だちから勧めら

れた職業を比べてみる。 
 ・友だちから勧められた職業から気づい

たことを考え，発表する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○思  

 
 

 
 
 
・本時では友だちの長所や性格に合う職
業を見つけ、勧める活動をすることで、
自分に合った色々な職業を知る機会とす
ることを伝える。 
・前時までに作成したプレゼン資料の要
点をまとめて簡単に説明するよう伝え
る。 
・友だちの長所だと思う理由を詳しく伝
えるように全体に助言する。 
・相手が聞いて不快な気持ちになるよう
な言葉は使わないように指導する。 
※他のグループのグッドモデルを全体で
共有して、友だちに長所を伝えられずに
悩んでいる児童も、発表しやすいように
支援する。 
・友だちの職業に対する視野を広げるた
めに、職業を勧める人は友だちが既に調
べている職業以外を勧めるように伝え
る。 
 
 
 
 
 
 
・友だちからもらった意見をさらにプレ
ゼン資料に生かしていくように伝える。 
・本時の学習内容を振り返り、次時への
学びへとつなげる。 
 

 10 友だちから伝えられた意見をもとに詳し
くまとめよう。 

 
・プレゼン資料をさらに詳しくまとめる。 

 
○思  

◎友だちから伝えられたことを詳しくプ
レゼン資料にまとめることができる。     

【観察・タブレット】 

４ 11 
12 

 職業についての報告会をしよう。 

・全体で報告会をする。 

態 ◎将来に夢や希望をもち、実現するため
の生活や学習上の課題を見つけ、解決に
向けて努力している。    【観察】 

自分の興味のある職業について詳しく

調べてまとめよう。 

 

目標：友だちの長所を考え、勧めたい職業とその理由を詳しく伝え合うことができる。 

目標とする児童の姿 
◎友達に勧めたい職業を相手の長所
に合わせて分かりやすく伝えてい
る。   【観察・ワークシート】 
                      



4-1 

 

第 1学年 1組 生活科学習指導案 

日立市立金沢小学校 

１ 単元名   たのしいあきいっぱい 

 

２ 本単元の目標 

 (1) 秋の自然と関わる活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫して作ったり、身近な自然の違い

や特徴を見つけたりすることができる。                                 （知識及び技能） 

（2） 秋の自然と関わる活動を通して、四季の変化に気付いたり、遊びの面白さや自然の不思議さに

気付いたりすることができる。                         （思考力・判断力・表現力等） 

（3）  秋の自然と関わる活動を通して、身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくしようとしている。                                               

（学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知① 自然の様子や四季の変

化、季節によって生活の様

子が変わることに気付い

ている。 

知② 自然の物を使った遊び

や遊びに使う物を工夫し

て作ることの面白さに気

付いている。 

思① 身近な自然の違いや特

徴を見付けることができ

ている。 

思② 身近な自然を使って、遊

びや遊びに使う物を工夫

して作ろうとしている。 

態① 身近な自然を取り入れ、

みんなと楽しみながら自

然と関わろうとしている。 

態② みんなと楽しみながら

自然の物を使った遊びを

創り出し自分の生活を楽

しくしようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

   本単元は、生活科の内容(６)「身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして

遊ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫して作ることができ、その面白さや自然の不思議さ

に気付くとともに、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。」を受けた内容である。身近な

自然の変化に気付き、自然の中から生まれてくる遊びや遊びに使う物を創作し実現することで得ら

れる満足感を味わうことができるとともに、みんなと楽しみながら遊びを創りだすことができるよ

うにすることをねらいとしている。 

（２）児童観                        （令和５年９月２７日調査  ３７名） 

調査項目     

①季節の変化を感じたことがある。 ある  ３４名 ない   ３名 

②季節を感じたときどんな気持ちがしましたか？ 

わくわくした、うれしくなった 

そとに出たくなった、 

いろんな遊びをしたくなる 

   本学級の児童は、季節の移り変わりを感じ、そのことを喜びと感じる児童が多いということが分

かる。しかし、あまり季節に関心がない児童もいることから、季節の移り変わりと共にそれぞれの

良さがあり、楽しむ方法がたくさんあることを経験することで、生活に楽しみを加えていきたいと

考えた。 

（３）指導観 

   本単元では、身近な自然と関わる活動を通して、四季の変化に気付き、その変化から遊びを創り

出し、自分の生活がより楽しいものになるようにしたい。そのために、時間をかけて自然と触れ合

い、多くの気付きや発見が生み出されるようにしていく。また、気付いたことをカードにまとめた

り友達同士で伝え合い、交流する場を取り入れたりすることで、自分の考えに自信をもち創作活動

ができるようにしたい。さらに、自分で創り出した遊びやおもちゃを、年長児を招待した交流活動

に生かすことで、自分で創り出す面白さに気付かせたい。 
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５ 指導計画（２１時間扱い）    〇指導に生かす評価 ◎記録に残す評価 ☆自己肯定感を高める手立て 

次 時 学習活動・内容 知 思 態 評価規準・指導上の留意点 

 １ 

本

時 

１ 春や夏について振り返る。 

  （春）・あったかい・お花がさいて

いる・長袖をきている 

    ・花をつんだよ 

  （夏）・暑い・緑がいっぱい 

    ・みんな半袖を着ている。 

    ・虫がいた・水遊びをした 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

３ 秋の様子についてカードにまと

める。 

(1)一人で秋の自然の様子や服装、周

りの様子について考えプリントに

書く。 

   ・虫をつかまえた・葉っぱがたくさ

ん・長袖の子が多い・木がきれいな

色・涼しい風 

(2)自分が考えたことを、グループ内

で伝え合う。 

 

 

 

(3)秋の写真を見せて追加することが

無いかないか話し合う。 

 

(4)秋についてまとめたことを発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)これから秋が深まっていって、ど

んなことをしたいか考える。 

  ・葉っぱで遊びたい・きれいな葉っ

ぱを集めたい・秋の虫をさがした

い・外で遊びたい。 

４ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

５ 本時を振り返り、これからの活動

について確認をする。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・春と夏の様子が分かる写真を見て

気が付いたことを発表し合う。 

・進んで発言したり、友達の発言に共

感できたりしたときには、よく思

い出せたことを称賛する。 

 

 

・「春」「夏」と変化があったように、

「秋」は、どのように変わっていく

のかをまとめていくことを確認す

る。 

・今までの経験が想起しやすいよう

に、夏が終わった後、周りの木や服

装など変わったところがないか声

をかける。 

☆すぐに書けた児童をお手本として

指名する。お手本を示すことで、多

くの児童が自信をもち記入できる

よう支援する。 

☆グループの中でも気付いたことを

言葉で発言することが難しい児童

には、書いたプリントを見せるな

どして、全員の考えが交流できる

ようにする。 

・写真を見せて改めて気が付いたこ

とを話し合いながら追記していく

ように伝える。 

思① 秋の特徴を話し合ったり、思

い出したりしながらカードにま

とめることができる。 

【話合い・ワークシート】 

・グループごとにまとめたプリント

をスクリーンに映し出し全体で共

有できるようにする。 

・友達の発言を称賛したり、共感した

りしながら話し合いをしていたグ

ループを紹介する。 

・早く終わったグループには、どうし

たら、「秋」にしたい事を実現でき

るかみんなで話し合うように伝え

る。 

 

・季節の変化と共に周りの自然の様

子や服装が変わっていくことを確

認する。 

・実際に秋探しを行い、みんなで秋を

楽しむことを伝える。 

☆本時を振り返り、秋について興味

をもちこれからの活動に意欲をも

てたことを称賛する。 

秋の自然や、まわりのようすについ

て考えよう。 

秋になると、自然や服装などまわ

りのようすが変化してくる。 
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２ 

 

 

 

 

 

・校庭に出て樹木や花を観察したり木

の実や草などを使って遊んだりす

る。 

春や夏とは違う、葉や木の実があっ

た。 

 ◎  

・秋の自然物を探したり、探し出した

もので遊んだりして良いことを伝

える。 

・見つけたものは写真に撮って記録

に残していくことも伝える。 

思①  これまでに、見たり捕まえた

りした場所に行き、虫を探して

いる。            【行動観察】 

３ 校庭にあった秋について話し合おう。 

・見つけた秋についてカードに書く。 

・秋の自然の特徴を話し合う。 

 

 

◎   

・撮った写真を見ながら活動につい

て振り返る。 

・自分が見つけたことをカードにま

とめる。 

知① 秋の自然物や夏との違いに気

付きカードに書いたりすること

ができる。【発言・ワークシート】 

２ 

４ 

５

６ 

こうえんであきをさがそう 

・公園に行き、ルールを守りながら

遊んだり、自然の観察をしたりす

る。 

公園にも秋の自然がたくさんある。 

◎ 〇  

知① 身近な自然の様子が、夏から

秋になって変化していることに

気付いている。 

【行動観察・ワークシート】 

３ 

７ 

８

９ 

はっぱやみであそぼう 

・葉や木の実などの自然物をつかった

遊びを工夫したり、簡単なおもちゃ

をつくったりする。 

工夫すると葉や木の実でいろいろな

遊びができる。           

 〇 ◎ 

態① 自然と関わりたいという思い

をもち、試行錯誤しながら、秋の

自然を生かした遊びを楽しもう

としている。 【行動観察・作品】 

４ 

１０ 

あきのことをつたえよう 

・秋の自然で活動したことを振り返

り、友達と紹介し合う。 

遊びがかわったり、周りの様子も変わ

ったりしてくることが分かった。 

◎   

知① 季節によって楽しめる遊びが

変わるなど、季節によって生活

の様子が変わることに気付いて

いる。        【発言】 

５ 

１１
～

１７ 

あきのおもちゃをつくろう 

・おもちゃ楽器を工夫して作る。 

・改良したり、つくるおもちゃをかえ

たりして楽しむ。 

・友達と一緒に遊びながら、遊び方を

工夫していく。 

くりかえし工夫するとみんなで楽し

めるおもちゃができた。 

◎ ◎  

知② いつも同じ現象が起こるな

ど、自然の中に一定のきまりが

あることに気付いている。 

    【行動観察】 

思② 様々な自然を試しながら、材

料を選び、おもちゃをつくって

いる。   【行動観察・発言】 

６ 

１８
～

２１ 

いっしょにあそぼう 

・自分が作ったおもちゃで園児と一緒

に遊ぶための話し合い、準備をす

る。 

・園児と一緒に遊びを楽しむ。 

・振り返る 

保育園のみんなも秋のおもちゃで楽

しんでくれた。 

〇 〇 ◎ 

態② 自分で遊びを創り出す面白さ

を実感し、これからも遊びを創

り出そうとしている。 【作品】 

 

 

校庭のいろいろな秋の自然をさが

そう。 

 

 

校庭にはたくさんの秋の自然があっ

た。 

 

 

 

 



5-1 

 

第１学年２組 生活科学習指導案 
日立市立久慈小学校 

１ 単元名  たのしい あき いっぱい 
 
２ 単元の目標 
(1) 秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して，秋の自然の様子や夏から秋への変化，それ

を利用した遊びの面白さに気付くことができる。              （知識及び技能） 
（2） 秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して，秋とその他の季節との違いや特徴を見付け

たり，遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりすることができる。 
（思考力，判断力，表現力等） 

(3)  秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して，季節の変化を取り入れ自分の生活を楽しく
したり，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしている。  (学びに向かう力，人間性等) 

 
３ 単元について 
(1) 教材観 
   本単元は，学習指導要領の内容（５）「身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わっ  

たりするなどの活動を通して，それらの違いや特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の 
変化，季節によって生活の様子が変わることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活を 
楽しくしようとする。」及び（６）「身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなど 
して遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の 
不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。」の２つの内容を 
受けて構成されている。本単元では，身近な公園や校庭の自然の中での秋さがしの活動を通し 
て，春や夏との自然の様子の違いに気付かせるとともに，自然物を使ったおもちゃを工夫して作 
る活動から，遊びの面白さや自然の不思議さに気付いたりすることをねらいとしている。 
 

(2) 児童観 
    実態調査                      （令和 年 月 日   名） 

① 木の葉や木の実で遊んだことはありますか。 ある   名   ない   名 
② 木の葉や木の実で遊ぶ物を作ったことはあり

ますか。 
ある   名   ない   名 

③ 木の葉や木の実を使って，いろんな遊びをし
てみたいですか。 

はい   名   いいえ  名 

   実態調査の結果から，本学級の児童は，秋の自然物で遊んだ経験は多いが，遊ぶ物を作った 
経験が少ない児童が多いことが分かる。加えて，自然の物を使って遊んでみたい，何かを作っ 
てみたいという思いをもった児童が多いことも分かった。 
 

(3) 指導観 
   本単元の学習では，秋の校庭や公園などの身の回りの自然と触れ合う活動を通して，友達と関 

わり合いながら，秋の自然を生かした遊びを考えたり，おもちゃ作りを行ったりする。 
 単元の初めには，身近な場所での秋見つけの活動を行う。見付けた秋の自然物の特徴について 
考えることで，夏と秋の違いや秋の自然物の不思議さに気付くことができるようにする。その 
後，秋の自然物を使ったおもちゃ作りに向けて，再度公園での秋見つけの活動を行う。公園での 
秋見つけを行う前には，秋の自然物を使ったおもちゃや遊び方を十分に紹介しておくことで，自 
分でも作ってみたいという意欲を高めていく。またタブレットを活用して事前に設計図を作成す 
ることで，必要な材料や完成の見通しがもてるようにする。児童が自ら集めてきた秋の素材をも 
とにおもちゃ作りを行うことで，秋と関わる楽しさや作ることができた喜びを味わえるようにす 
る。また，秋のおもちゃ作りの活動で，自分の思いや考えを友達と比べながら，より良い工夫に 
ついて考え試行錯誤する経験を通して，友達と協力して遊びを創り出す楽しさや面白さにも気付 
かせていく。本単元での学習では，児童同士が対話しながら活動する場を多く設けることで，自 
分の考えを深めるための気付きの質を高めていきたい。 

 
４ 単元の指導計画（１５時間扱い） 
  第１次 あきをみつけよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５時間 

第２次 あきのおもちゃをつくろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８時間 
時 学習活動 評価規準（評価方法） 

１ 
 秋の自然物を使ったおもちゃについて知る。  季節を生かして遊ぶことに楽しさを感じ，季節の遊びを楽しもう

としている。         ＜態度＞（行動観察・発言分析）  

２ 

本時 

３ 

 自分の作りたい秋のおもちゃを選び，設計図を作る。 

 自分が作った設計図を友達と見せ合い，より良い工夫を考えて設

計図を作る。 

 材料を工夫しながら，自分のつくりたいおもちゃの設計図を作る

ことができる。    ＜思・判・表＞（発言分析・発表ノート） 

４ 
 公園で秋のものを探し，おもちゃ作りの材料を集める。  作るおもちゃの内容を想像しながら，おもちゃ作りに使う自然物

を選んでいる。                  ＜思・判・表＞（行動観察） 

５ 

６ 

 秋の自然物を使って，おもちゃ作りをする。  秋の自然物を使って，おもちゃを作ることができる。    

 ＜知・技＞（行動観察・作品） 
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７ 

８ 

 自分が作ったおもちゃを友達と見せ合い，話し合いながらより良

い工夫を考え，おもちゃ作りをする。 

 友達と話し合ったことを参考にして，工夫しておもちゃを作るこ

とができる。        ＜思・判・表＞（行動観察・作品） 

第３次 あきのおもちゃであそぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 
５ 本時の目標 
（1） 目標 
   材料を工夫しながら，自分がつくりたい秋のおもちゃの設計図を作ることができる。 
 
（2） 準備・資料 
   ①秋のおもちゃの見本 ②秋の自然物の見本 ③教師用タブレット ④テレビモニター 
   ⑤秋のおもちゃの拡大写真（掲示物） ⑥児童用タブレット ⑦設計図の作り方の手順 
 
（3） 展開                          ○個は個に応じた支援 ○評は評価 

学習活動・内容【学習形態】 教師の支援・留意点・評価 
１ 前時の学習を振り返る。 【一斉・①②⑤】 
・秋のおもちゃにはどのような物があったかを 
確認する。 

 
２ 本時の学習課題を確認する。   【一斉】 
 

 

３ 設計図の作り方を確認する。 

【一斉・③④⑥⑦】 

・発表ノートを使った設計図の作成方法を確認 

する。 

 

 

４ 秋のおもちゃの設計図を作る。【個人・②⑥】 

(1)自分の作りたいおもちゃを選ぶ。 

(2)自分が選んだおもちゃの設計図を作成する。 

 

 

 

 

５ 友達の設計図の工夫を知り，より良い工夫に

ついて考える。   【全体・個人②③④⑥】 

(1)全体で様々な工夫の仕方を確認する。 

(2)友達の工夫を参考にして，自分の設計図の改

良を行う。 

(3)自分が作った設計図を提出する。 

 
 
 

６ 本時の振り返りと，次時の学習内容を確認す

る。 

・自分が作りたいと思うおもちゃについてイメ 
ージをもつことができるよう，秋の自然物を 
使ったおもちゃや秋の自然物の実物を提示す 
る。 

・本時の学習は，自分で秋のおもちゃを作るにあ
たって，どのような工夫をしておもちゃを作る
かを考える学習であることを伝える。 

 
・設計図の作成の手順が理解しやすいよう，教師 
用タブレットを使用して，実際に児童と同じ手 
順で作成の手順を説明する。 

・作成の手順をすぐに確認することができるよ 
う，設計図の作り方の手順を黒板に掲示する。 

・設計図の作成方法を十分に理解することができ 
るよう，全体で発表ノートでの設計図の作成に 
関する操作を行い，操作方法の確認を行う。 

 
・設計図を作成する際には，自分が選んだおもち 
ゃの画面を使用して設計図を作成するよう伝 
える。 

○個一つの設計図が完成した児童には，次のシー 
トを使い，違った工夫をした設計図を作成して   
も良いことを伝える。 

○個設計図の見通しがもてない児童には，秋のお 
  もちゃの実物や，秋の自然物の見本を提示し， 

具体的な大きさや工夫できるポイントについ 
て考えられるよう支援する。 

・様々な工夫の仕方について考えを広げることが
できるよう，よい工夫がされている児童の設計
図を取り上げて称賛し，全体に紹介する。 

 

○評材料を工夫しながら，自分が作りたい秋のお
もちゃの設計図を作ることができる。 

（発表ノート） 
＜目標を達成した児童の姿＞ 
 

 

 

・次時の学習では，同じおもちゃを作る友達同士 
で設計図を見せ合い，より良い工夫について考
えることを伝え，自分で考えた秋のおもちゃを
作りたいという今後の活動への意欲をもたせ
る。 

材料を工夫しながら，自分が作りたい秋のおも
ちゃの設計図を作ることができる。 

あきのおもちゃの，せっけいずをつくろう。 



第４学年３組 総合的な学習の時間（元気学習）指導案 

日立市立坂本東小学校 

                              

 

１ 単 元 共に生きる－考えよう！わたしの町の身近な福祉－ 

２ 目 標 

○ 体験活動や調べ学習を通して、福祉について、様々な立場から多面的に理解することができる。 

（知識及び技能） 

○ 体験したことや調べたことをもとに、障害のある人やお年寄りの立場に立って考え、ものの見方

や考え方を深めることができる。               （思考力・判断力・表現力等） 

○ 障害のある人やお年寄りだけでなく、自分を含む様々な人にとって住みよい町とは何かを考 え、

社会の一員としての自分を自覚することができる。      （思考力・判断力・表現力等）                                

 ○ 障害のある人の話や体験活動を通して課題を見付け、解決の見通しをもって自分なりの方法で意

欲的に追究しようとしている。                （学びに向かう力・人間性等） 

３ 単元について 

  本単元の指導では、障害のある人や高齢者の話を聞いたり、体験活動を行ったりすることで、現状 

で困っていることや周りの人々にしてほしいことなど、その思いや願いに迫ることができることをね 

らいとしている。また、様々な体験活動をしたり、いろいろな立場の人の話を聞いたりすることによ 

り、多面的に捉えたり多角的に考えたりできるようにしたい。学校図書やインターネットなど様々な 

方法を活用しながら、学習課題に関する情報を幅広く収集し、それらを整理・分析して、自分なりの 

考えや意見をもつことも必要となる単元である。 

実態調査                                    （人） 

１学期はどんな福祉について

調べたか。 

・視覚障害者 11  ・聴覚障害者 ８  ・肢体不自由者 ３ 

・高齢者 ２ ・子ども １ 

１学期調べた福祉以外で興味

があるものは何か。 

（複数回答） 

・視覚障害者 ８  ・聴覚障害者 ５  ・肢体不自由者 ９ 

・高齢者 ５ ・子ども ４ 

体験してみたいことは何か。 

（複数回答） 

・点字体験（読む・書く） ７  ・手話体験 ５  ・盲導犬の体験 ３ 

・車椅子体験 ３  ・アイマスク体験 ２  ・分からない ７ 

本学級の児童（25人）は、１学期に福祉について調べ学習を行い、プレゼンテーションにまとめる 

活動を行っている。また、第３学年で国語科「パラリンピックが目指すもの」の学習等を通して、障

害のある方が活躍するスポーツや、手話や点字などのコミュニケーション方法があることについて学

習したため、断片的な知識はもっている。また、体験への興味は高いことが分かる。しかし、それぞ

れにどんな目的があり、現在、障害者や高齢者にとってどんな課題があるのかを理解している児童は

いない。 

そのため本単元では、障害のある人や福祉活動をしている人の話を聞いたり、疑似体験をしたりす

ることにより、 安心して暮らせるようにするためには社会全体の支援が必要であることをつかませ

る。そして、様々な立場に立つことにより、障害のある人やお年寄りの生活は、想像以上の苦労があ

ると気付き、自分たちに何ができるかを考え、実践していこうという意欲につなげる。 

研究課題に迫るために、お互いの意見を聞き合うときには、異なる視点を出し合い、検討していく

ことで、事象に対する認識が深まることを児童に実感させたい。本時の中でも、一人ひとりが立てた

問いをお互いで認め合い、誰もが安心して意見を出せる場を形成できるようにする。 

４ 学習計画（70時間取り扱い） 

  第 1次 福祉って何だろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 時間 

第 2次 自分の課題について調べよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30時間 

〇は記録に残す評価 

時 

時数 

主な学習内容 観

点 

評価の規準（評価の方法） 

１～８ ・課題について、本やインターネット

で調べる。 
知 

・興味をもった福祉について調べたことを、整理

したり分析したりしている。 （観察、発言）              

９～15 ・調べたことを発表資料にまとめ、発

表する。 

知 

思 

・課題について調べたことを、相手に伝わるよう

にまとめている。    （観察、発表資料） 

〈研究課題〉     子どもが輝く学級経営につながる指導力の向上 
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16～30 

本時 

・疑似体験活動をしたり、話を聞いた

りして、生活の大変さを理解する。 

盲導犬教室 アイマスク体験 

点字体験 手話体験 

知 

 

主 

 

・体験活動を通して、様々な立場から、福祉につ

いて理解している。 

・障害のある人の気持ちについて問いをもち、体

験活動をしたり、講演を聞いたりしようとして

いる。   （観察、発言、ワークシート） 

  第 3次 活動のまとめをしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15時間 

  第 4次 まとめたことを発表し、自分たちにできることを考えよう・・・・・・・・・・・５時間 

５ 本時の学習  

（１）目 標  

  ○ 盲導犬について疑問に思ったことや調べたいことを問いとして書き表すことができる。 

                                 （学びに向かう力・人間性等） 

（２）準備・資料 

・ワークシート ・ふせん ・バンダナ ・盲導犬についての資料（２種類） ・タブレットＰＣ 

（３）展 開 

☆生徒指導の４つの視点（視点名） ○個に応じた手立て （評）評価方法 

児 童 の 活 動 教 師 の 働 き か け 
１ 盲導犬について知っている知識を全体で共有
する。 

 ・タブレットのポジショニング機能を使う。 
２ 本時のゴールを設定する。 
 
 
３ 問いづくりをする。 
(１) グループの中でそれぞれが別な体験したり

資料を読んだりする。（問いのタネ） 
・バンダナを用いてアイマスク体験をする。 
・盲導犬がユーザーに伝える３つのことについ 
ての資料を読む。 

・盲導犬の数についてのグラフを読む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２) グループで問いを３つに決め、全体に向け

て発表する。 
  ・問いはパドレットに入力する。 
 
 
 
４ 本時の振り返りをし、次時について確認する。 

・児童それぞれが考えていることが分かるように、
盲導犬を知っているか、また、盲導犬と聞いて思
い浮かべたことを入力するように伝える。 

・盲導犬について実際に知ることができる機会があ
ることを伝え、本時では自分なりの問いをもつこ
とをおさえる。 

・考えた問いはふせんに書くことや、お互い読み合
えるようにするためにグループのワークシートに
貼っていくことを伝える。 

・盲導犬について知っていることを整理したあとに
問いのもとをそれぞれに提示することで、既有の
知識とのずれが生じ、新たな問いがもてるように
する。 

○児童Ａに対して、考えたことを話しながら一緒に
確認し、「〇〇かな。」という問いの文章にできる
よう支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆自分が考えた問いを発表し合うときは、うなずき
ながら最後まで聞くように伝える。 

（共感的な人間関係） 
☆パドレットに入力された問いを読み、共感したも
のには「いいね！」を押し、リアクションするよ
うに伝える。         （自己存在感） 

・本時で考えた問いを、実際に体験したり質問した
りすることによって解決することを伝え、次時へ
の意欲をもたせる。 

 

盲導犬の講演会に向けて、問いをもとう。 

（評） 

盲導犬について疑問に思ったことや調べたこと

を問いとして書き表している。 

（発言･観察・ワークシート） 

【目標を達成した児童の姿】 

・盲導犬がいて一番良かったことは何かな。 

・盲導犬は少ないけれど、どんなきっかけで盲導

犬を利用することになったのかな。 

〔児童のつまずきへの手立て〕 

・なぜ、いつ、などの５Ｗ１Ｈを用いることで問

いづくりができるようにする。 

〔できる児童への手立て〕 

・解決できそうな問いは、タブレットＰＣで調べ

させる。 

〔予想される児童の反応〕 

・普段とは見え方が全く違うので怖い。生活

の中で困っていることを知りたい。 

・盲導犬がいて助かるのはどんなことかな。 

・町の中で盲導犬を利用している人に会った

ら、どんなことができるかな。 

・盲導犬を増やすために、自分たちにできる

ことはあるのだろうか。 
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第 2学年１組 生活科学習指導案 
                                 日立市立河原子小学校 

 
１ 単元名   ぐんぐんそだてわたしの野さい 
 
２ 本単元の目標 
 ○ 植物を継続的に栽培する活動を通して、植物が生命をもっていることや成長していることに気付

くことができる。                             (知識及び技能) 
○ 植物を継続的に栽培する活動を通して、植物の変化や成長の様子に関心をもって働きかけること
ができる。                          (思考力、判断力、表現力等) 

○ 植物を継続的に栽培する活動を通して、生き物に親しみをもち、大切にしようとすることができ
る。                             (学びに向かう力、人間性等) 
 

３ 単元(題材)の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・野菜を育てる活動を通して、育
てている野菜が生命をもち成長
していることや、それぞれの野
菜に合った世話の仕方があるこ
とに気付いている。 

・野菜の適切な世話をできるよう
になった自分自身の成長に気付
いている。 

・野菜を育てる活動を通して、育
てている野菜の変化や成長の
様子に関心をもって世話をし
ている。 

・野菜の変化や成長の様子、世話
をして気付いたことを、表現し
ている。 

・野菜の特徴、育つ場所、変化
や成長の様子に応じて、世
話をしようとしている。 

・野菜を育てる活動を通し
て、自分の育てている野菜
へ親しみをもち、大切にし
ようとしている。 

 
４ 単元について 
  本単元は、小学校学習指導要領解説生活編内容(7)「動植物の飼育・栽培」を受けて設定されている。
野菜を育てる活動を通して、育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働き掛けることができ、生
命をもっていることや成長していることに気付くとともに、野菜へ親しみをもち、大切にすることを
ねらいとしている。 

児 童 の 実 態 調 査    (26名  ５月 22日実施) 

質 問 事 項 回 答 

１ 野菜を育てたことがありますか。 ある(20名) ない(６名) 

２ １であると答えた人は、誰と育てましたか。 
(複数回答可) 

おうちの人と(15名) 祖父母と(５名) 

２ 野菜を育てるのに必要なものは何ですか。 
(複数回答可) 

苗(種)(21名) 水(17名) 土(14名) 
肥料(９名) 植木鉢(２名) 日光(１名) 

３ 野菜の育て方に困ったらどうしたいですか。 
(複数回答可) 

おうちの人に聞く(12名) 
本で調べる(12名) 
育てている人に聞く(３名) 

  本学級の児童は、１年生の生活科の授業でアサガオやチューリップを育てている。また、家族と野
菜を育てた経験をもとにアンケートに回答した児童が多く見られる。「野菜を育てるのに必要なもの
は何ですか。」という質問に対して、「水」や「土」などと回答し、基本的な育て方を理解しているこ
とが分かる。「野菜の育て方に困ったらどうしたいですか」という質問に対して、様々な方法を考えて
いる。また、事前に行った育てたい野菜調べでは、たくさんの野菜の名前が出てきたことから、野菜
の栽培活動に対する関心は高いと考えられる。 

  そこで、学級花壇や個人の鉢植えを利用して、エダマメ、キュウリ、サツマイモ、トウモロコシ、
ミニトマトなどの野菜を育てることにした。野菜の日々の世話や観察などの体験学習と、成長を伝え
合う学習、野菜に合った必要な世話を考える学習を積み重ねていく。この３つの活動を通して、分か
ったことを自分なりに表現することを目指す。そのため、さらによりよく育てるための工夫を考え実
践するうえで、育てている野菜へ親しみをもたせるようにしたい。本単元では、野菜により親しみを
もつことができるよう、単元の導入で、子どもたちが野菜を決めたり、名前を付けたりする活動を設
定する。成長を可視化するためにタブレット PC を用いて、写真を撮影し、成長の記録を蓄積してい
く。野菜の成長の過程を見比べ、成長を話し合う活動を通して、必要な世話に気付き、よりよく育て
るための工夫を考えられるようにすることで主体性を育てていく。 
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５ 単元の指導・評価計画(10時間扱い) ○指導に生かす評価場面 ◎記録に残す評価場面 
 第１次 野さいをそだてよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間 
 第 2次 野さいのせわをしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３時間 
 第 3次 野さいのようすをつたえよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２時間 

時 学習内容・活動 
観 点 

評価規準(評価方法) 
知 思 態 

１ 
本
時 

・育てている野菜の様子や世話
の仕方について話し合う。 

・自分の野菜の世話に生かせる
ことを考える。 

○ ◎  知：異なる野菜にも、同じような特徴や性質が
あることに気付くために、同じところと違
うところを書き入れることができる。 

(ワークシート) 
思：友達から聞いた野菜の世話の仕方から、自

分にもできそうな新しい世話の仕方を選
び、方法を決めることができる。 

(机間指導・ワークシート) 
２ ・前時に話し合ったことをもと

に、気付いたことを友達と話
し合う。 

◎   知：異なる野菜にも、同じような特徴や性質が
あることに気付いている。 

(発表・ワークシート) 
第 4次 野さいをしゅうかくしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ３時間 
 

６ 本時の指導 
 (1) 目 標 
  ○ 友達から聞いた野菜の世話の仕方から、自分にもできそうな新しい世話の仕方を選び、方法を

決めることができる。                    (思考力、表現力、判断力等) 
(2) 準備・資料  

ワークシート、タブレット PC、モニター 
(3) 展開 〔授業ＵＤ化の視点〕 
      ○指導に生かす評価 (評)記録に残す評価  

学 習 内 容 ・ 活 動 指 導 上 の 留 意 点 、 評 価 
１ 本時の課題を確認する。 
  
 
 
 
 
 
 
２ 前時の学習を振り返る。 
・いつもしている世話について話し合う。 
・タブレット PC を用いて、今までに撮影した
写真を見返す。 

・世話をする前後での野菜の変化をワークシー
トに記入する。 

 
３ 野菜の世話の仕方と成長を話し合う。 
・グループになり、タブレット PC を見せ合い
ながら、野菜の世話の仕方と成長を友達に伝
える。 
(予想される児童の発言例) 

・おうちの人に聞きました。支柱を立てるとい 
 と言っていました。 
・本で調べました。肥料をまくといいと書いて
ありました。トウモロコシの葉っぱが元気に
なってきました。 

 ・目黒先生に聞きました。草引きをするといい
と言っていました。草引きをしたら、キュウ
リの葉っぱが大きくなりました。 

・発表を聞いて、ワークシート〈資料１〉に友
達の野菜の世話の仕方を書く。 

【共有化】育てている野菜について話すことで、
活動への意欲をもたせる。 

 ①ミニトマト ②エダマメ ③キュウリ 
 ④サツマイモ ⑤トウモロコシ 
【視覚化】野菜の写真をモニターに提示する。 
・本時のめあてを確認する。 
 
 
【共有化】毎日している世話を思い出すことがで
きるよう、種や苗を植えてから育つまでの様子
を話し合うよう伝える。 

・タブレット PC で撮影した写真を見比べて、世
話をする前後の変化を見付けるように声掛け
をする。 

 
【視覚化】野菜の成長を見て分かるように、撮影
した写真を拡大するように伝える。 

・事前に様々な方法で世話の仕方を調べ、ワーク
シートに記入させておく。 
(おうちの人に聞く、本やタブレット PCで調べ
る、用務員の先生に聞く) 

・友達にタブレット PC を見せ、自分の野菜の世
話の仕方と成長を説明するように促す。 

【構造化】異なる野菜にも、同じような特徴や性
質があることに気付かせるために、同じところ
と違うところを書くよう促す。 

・活動がなかなか進まない児童には、前回のワー
クシートを見ると、世話の仕方が分かることを
助言する。 

 
 

７－２ 

 やさいが元気にそだつようにするには、

どうすればよいだろうか。あたらしいせ話

を考えよう。 



 やさいがもっと元気にそだつように、

(              )したい。 

４ 友達の考えを聞いて、自分の野菜にも使えそう
な世話の仕方を考える。 
・ワークシートを見たり、友達と話したりする。 

 
 
 
 
５ 個人でまとめをする。 
 
 
 
 
 
・友達の発表をもとにワークシートに記入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
６ 学習を振り返る。 
・個人のまとめをペアや全体で共有する。 

【視覚化】可視化して分かりやすくするため、
野菜の葉や茎が元気に育っている児童の写
真をモニターに映す。 

・どのような世話をしたら、野菜が元気に育つ
のかを分かりやすく説明できるように声を
掛ける。 

 
 
【焦点化】まとめをシンプルにし、次回からの
活動をはっきりさせる。 

(評)友達から聞いた野菜の世話の仕方から、自
分の野菜にも使えそうな世話の仕方を選
び、方法を決めることができる。 

(思考力、判断力、表現力等) 
【机間指導・ワークシート】 

 
【目標を達成した児童生徒の姿】 
・友達から聞いた野菜の世話の仕方から、自分
にもできそうな新しい世話の仕方を選び、方
法を決めてワークシートに書くことができ
る。 

 
・今日の学習で、学んだことや楽しかったこと
をペアで話し合ったり、発表したりするよう
に伝える。 

 
〈資料１〉ワークシート 
 
 
 
 
 

・児童らの願いを聞き、（ 元気 ）と 
記入した。 

 
 

・事前に様々な方法で世話の仕方を調べ、 
ワークシートに記入した。 

 
 

（児童の発言） 
・雨の日は、建物の下に鉢植えを動かす 
 と枯れなかった。 
・肥料をあげると、葉っぱが大きくなった。 
・砂糖水をやると背丈が大きくなった。 
・草引きをすると、葉っぱが大きくなった。 

 
 
 
 
 

（児童のまとめ例） 
・雨の日は、鉢植えを動かしたい。 
・肥料をあげたい。 
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 やさいが元気にそだつように、 

(                              )したい。 
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 第１学年 総合的な学習の時間 指導案  

                                                                 日立市立台原中学校    

１ 単元名   「 郷土『日立』」日立を知ろう  

  

２ 目標 

（１）探求的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身につけ、課題に係わる概念

を形成し、探求的な学習の良さを理解することができる。                 （知識及び技能）   

（２）実社会や実生活の中から問を見いだし、自分で課題を建て、情報を集め、整理・分析して、まと

め・表現することができる。                            （思考力、判断力、表現力など） 

（３）探求的な学習に主体的・共同的に取り組むとともに、互いの良さを生かしながら、積極的に社会

参画しようとすることができる。                        （学びに向かう力、人間性など）  

 

３ 単元展開の構想 

（１）単元について  

     本校の 1 学年の総合的な学習の時間では「郷土『日立』」をテーマに、自分たちの暮らしているこ

の日立市について調べ、まとめ、発表する学習に取り組んでいる。１学期には心ゆたかな体験学習

で、動物園やシビックセンターの見学をし、きららの里に宿泊することで、日立市のよさに触れた

り、お互いを認め合ったりすることができた。２学年では「職場体験学習」という単元名で、「体験活

動や様々な人との関わりの中で、協調して生きることの大切さを実感し、自己のあり方を考えること

ができる力の育成」を目指している。３年生は、総合的な学習の総まとめとして、偉人の名言から今

後の生き方を考え、それらを卒業文集にまとめる活動を行う。  

地域との関わりなども希薄になってきた。総合的な学習の時間をはじめとして意図的に、様々な人た

ちと触れ合う体験活動を大切にしたい。具体的な体験活動の一つは、キャリア教育と関連させた職場体

験である。地域で様々な生き方をしている人の話を聞いたり、様々な職場で信念や情熱をもって働く人

の話を聞いたりすることで、様々な生き方があることに気づくことができるだろう。  

本単元では、人との関わりにおいて課題を設定し、体験活動を核として｢生き方」に目を向けること

で、自己の生き方を考え、よりよく生きようとする態度を身につけることができるように支援したい。  

（２）学年の実態  

     明るく素直な生徒が多い。与えられた課題にはまじめに取り組むこともできる。だが互いに認め合

う関係づくりが苦手だったり、目先のことにこだわりすぎて、将来を見通して今努力することができ

なかったりするなど、教科の学習だけで補うことができない力が不足していると感じる生徒が見られ

る。また、自分の意見をまとめて発表したり、自ら課題を考えたりすることが苦手な生徒が多い。  

総合的な学習の時間としては、学年の実態を踏まえ、何のために意見や考えを発表するのかという目

的意識を明確にもたせることで、コミュニケーション能力を育てたい。さらに、情報交換を通して自分

を振り返り、自己の生き方を考える中でテーマを再検討させていきたい。  

    

４ 学習活動と評価の計画（１５時間扱い）  

過程  学習活動  

  

                 観 点 別 評 価  

知識及び技能  思考力、判断力、表現力

など  

学びに向かう力、人間性

など  

つか

む・

見通

す  

(1)  

学習のねらいと

方法を知る。 

・ガイダンス  

・ひたち郷土カ

ルタ大会  

・地域に学ぶ  

  ・自ら課題を見つけて意欲

的に取り組むことができ 

る. 。 

(観察・ワークシート）  

  

・学習・体験から得られ

たものをもとに、テーマ

を設定することができ

る。  

(観察・ワークシート）  

  

 課題

に取 

各自のテーマ追

求  

・日立の文化や歴史な

どを意欲的に調べ、イ 

・様々な体験活動から得ら

れる情報を目的に応じて 

・体験学習を通して様々な 

人と意欲的に接しようと 
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り組

む  

  

(2) 

・生き方につい

て学ぶ。  

・テーマ決定  

・テーマの再検

討  

 

ンターネットなどを活

用して調べることがで

きる  (観察）  

・計画に従って課題を

追求することができ

る。(観察） 

取捨選択し課題追求をす 

ることができる。 (観察） 

・活動の中から新たな課題 

を発見し意欲的に取り組む

ことができる。 ( 観察） 

する。 (観察）  

・体験学習や調べ学習に

おいて友達と比較検討を

して意欲的に取り組むこ

とができる 。(観察) 

・適切な言葉遣い・礼儀や

マナーを実践することがで

きる。 (観察） 

課題

をま

とめ

る  

(11)  

各自のテーマに

ついて自分なり

にまとめる。  

・発表会  

  

 （本時④）  

・学習活動を適切な方

法でまとめることがで

きる。  

(観察・記録表）  

  

・他の人のまとめ方、発

表の仕方を学び自分のテ

ーマと比較することがで

きる。  

(観察・記録表)  

  

・生きる力についての発

表にむけて、これまでの

蓄積された資料や考え方

をもとに様々な方法でま

とめることができる。  

 (観察・記録表）  

振り

返る  

(１)  

活動とテーマに 

ついての反省  

  

  

  ・生き方について学習した

ことを今後の生活に生か 

すことができる。 (観察・

記録表）  

・人との交流で学んだこと

を今後の生活に生かすこ 

とができる。 (観察）  

  

５ 本時の活動  

（１）目標    自分が設定したテーマに沿って、調べることができる。  

（２）準備・資料 プロジェクター、スクリーン  

（３）展開                                            （学）学力向上のための学び合い  

過

程  

    学 習 活 動   資 料  支援の手だて（・）と評価（方法）  

 は  

じ  

め  

の  

活  

動  

１ 本時の課題を確認する。  

  

自分の設定したテーマに沿っ 

て郷土日立を調べ、まとめを

しよう。  
 

  

   

各自の制

作物  

○本時に行う活動をホワイトボードに掲示する

ことで、意欲を持って取り組むことができる

ようにする。  

○パソコンは事前に立ち上げておく。  

○文書作成に関するスキルとモラルを確認する。 

Ｔ１：前に立ち、リードする。  

  

  

  

  

  

 活  

動  

の  

中  

心  

  

  

２ 文書作成ソフト（ワード）を使っ

て、自分のテーマについてのまと

めをする。  

  

テーマはひたち郷土カルタから  

日立市の特産物  日立市の歴史  

日立市の有名人  

 日立市の名所  など  

  

まとめ方、まとめる観点  

・そこで働く人や関わる人、  

・過去、現在、未来  

・いいところや課題点  

・家族にインタビュー 

各自の制

作物  

  

ホームペ

ージ  

  

○何を伝えたいかという目的を忘れないように

個別指導をしていく。  

○写真や画像の貼り付け方や保存の仕方、リン

クの張り方など、パソコン操作がうまくでき

ない生徒には個別で支援する。  

○まとめ方がわからない生徒のために社会科自

由研究の作品を例示する。  

（学）パソコン操作には個人差があるので、お

互いが教え合うことで学び合いを深めたい。  

Ｔ２；作業が遅れている生徒に支援する。  

評（知識及び技能）自分が設定したテーマに

沿って、調べることができたか。（観察）  

 

 ま  

と  

め  

３ 本時の学習を反省する。  

   

  ・本時の活動を振り返り、今後の活動に意欲が

もてるように働きかける。  
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第２学年３組 総合的な学習の時間 学習指導案 

                                  日立市立久慈中学校 

１ 単元名   職場体験学習 

 

２ 本単元の目標 

（１）職場体験学習を通して、働くことの意味が収入を得るだけでなく、自分自身や他者、地域のた

めになっていることを理解することができる。              （知識及び技能） 

（２）職場体験学習の内容を整理し、自分の考えや感じたことをまとめ、他者に適切な方法で表現し

て伝え合うことができる。                 （思考力､判断力、表現力等） 

（３）職場体験学習で得た学びを基に、仕事と自分との関わりに関心をもち、働くことの意味や自己

のよりよい生き方について考えを深めようとしている。    （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①職場体験学習を通して、

働くことの意味が収入を

得るだけでなく、自分自

身や他者、地域のために

なっていることを理解し

ている。 

技①表現方法を工夫して、他

者に自分の考えを分かり

やすく簡潔に伝えること

ができる。 

思①職業について調べたこと

や職場体験学習の内容を

整理して、自分の考えや感

じたことをまとめ、他者に

適切な方法で表現したり、

働くことの意味に対して

自分の考えを深めたり、他

者に適切な方法で表現し

たりしている。 

態①職場体験学習で得た学び

を基に仕事と自分との関

わりに関心をもち、働くこ

との意味や自己のよりよ

い生き方について考えを

深めようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

      本単元は、中学校学習指導要領特別活動の内容「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」

に位置づけられている。そのうち、職場体験学習は「イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観

の形成」において、社会の一員としての自覚や責任をもち、社会生活を営む上で必要なマナーや

ルール、働くことや社会に貢献することについて考えて行動することをねらいとしている。 

 

（２） 生徒観                                             （７月 19 調査 在籍 34 名） 

１ 将来、何かしらの職業や仕事に就いて働きたいと思う。 

・ はい 21 名     ・ 無回答 13 名   

２ 将来、就きたい職業や仕事が決まっている。 

・ 決まっている ４名  ・どちらかといえば決まっている ７名   

・ どちらかといえば決まっていない ７名  ・ 決まっていない ３名  ・ 無回答 13 名 

３ 今勉強していることは、将来の職業や仕事に役立つと思う 

・ そう思う １３名  ・ どちらかといえばそう思う ５名   

・ どちらかといえばそう思わない ２名  ・ そう思わない ２名  ・ 無回答  13 名 

４ 「働くこと」とはどういうことか。あなたの意見を入力してください。（一部抜粋）  

・ 生活するために必要なこと  ・ お金を稼ぐこと  ・ 社会に貢献していくこと 

８ 人はなぜ働くのでしょうか。あなたの意見を入力してください。（一部抜粋） 

・ お金を稼ぐため  ・ 生活するため  ・ 誰かの役にたつため  ・ 世のため 

     アンケート結果から、本学級の生徒は働く意欲が高いことが分かる。しかし、将来就きたい職

業や仕事が決まっている生徒は少ない状態であることが分かる。また働くことについては、お金

を稼ぐことや生活していくために必要捉えており、社会の一員としての自覚や、自己の生き方に

関わる回答は少なかった。これらの実態から、自分の個性や特性を知り今後の生き方について考

えていく力を高めていく必要があると考えた。 
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（３）指導観 

      本単元では、働くことの意義や自分の将来についての考えを深めるために、職場体験学習で実

際に学んだことや感じたことを事業所ごとにスライドにまとめ、１年生に発表する交流活動を行

う。活動に際しては、タブレットを活用して職場体験学習での情報をまとめたり、作成したプレ

ゼンテーションを他グループと共有し、改善点を話し合ったりすることで、より相手に分かりや

すく伝える力を身につけられるようにしていく。また、事前学習における生徒自身の勤労観、職

業観と事後の勤労観、職業観の変化を感じさせたり、他者との意見交流をしたりすることを通し

て働く意味について多面的・多角的な見方や考え方ができるようにしていく。このような手立て

によって、自らの生活を見直し、自分の進む進路に対して必要な力や課題を自ら発見しながら、

職場体験学習での学びを今後の学習や生活に積極的に生かすことができるようにしていきたい。 

 

５ 単元の指導計画（12 時間扱い）    ○指導に生かす評価 ◎記録に残す評価 ★対話的活動 

次 時 学習活動・内容 知 思 態 指導上の留意点、評価等 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

態①好きなことや得意なことを挙げ、それ

らに対して、理由を考えたり共通点を

見つけたりして、自己理解を深められ

るよう助言する。 

【トライアルハンドブック、観察】 

 

 

学習課題 

今までの自分をふり返り、自分

の良さが伝わるエントリーシート

を書こう。 

 

・好きなこと、得意なことを元に、

自分の良さや強みを分かりやすく

自己 PR に表現する。 

 

 

自分の好きなことや得意なこと

について、エントリーシートを書

くことができた。 

 

 

２ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★個人で調べるだけでなく、事業所ごとに

グループで集まり、調べたことを共有す

る。 

思①調べる視点を提示し、必要な情報を取

捨選択したり、調べたことを整理した

りして分かりやすくまとめることが

できるよう支援する。 

【トライアルハンドブック、観察】 

 

 

学習課題 

事業所について調べよう。 

 

 

・タブレットを活用し、職場体験学 

習を行う事業所や職業について仕 

事内容を調べる。 

 

 

事業所や仕事内容について調べ

ることができた。 

 

 

３ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★個人で練習するだけでなく、事業所ごと

にグループで集まり、敬語の使い方やお

じぎの角度などをアドバイスしあう。 

技①さまざまな場面を提示し、社会人とし

て必要なマナーやスキルを前向きに

身につけられるよう支援する。 

【トライアルハンドブック、観察】 

 

 

学習課題 

職場体験でのマナーを確認しよ

う。 

 

 

・トライアルハンドブックを用いて、 

場面ごとのあいさつの仕方やおじ 

ぎの仕方、敬語の使い方を確認し、

練習する。 

 

 

まとめ 

体験を行う際には、適切なあい

さつや言葉の使い方が大切であ

る。 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

４   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

  

態①自ら働くことについての課題を見つ

け、職場体験学習までにするべきこと

を整理することができるよう、仕事内

 

 

学習課題 

事前打ち合わせに行こう。 

 

 

・電話でアポイントメントを取り、

実際に事業所に行き、時間や体験

内容などの打ち合わせを行う。 
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まとめ 

職場体験学習に向けて見通しをも

つことができた。 

 

 

容やその仕事にどのようなスキルが

必要か助言する。 

【トライアルハンドブック、観察】 

５ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

態①同じ事業所の生徒や職場の人と積極

的に関わり、自分なりの目的をもって

職場体験学習に取り組もうとしてい

る。 

【トライアルハンドブック、観察】 

 

 

学習課題 

職場体験学習に行こう。 

 

 

・事業所ごとに、２日間の職場体験

学習を行う。 

 

 

まとめ 

 責任をもち、進んで仕事に取り

組むことができた。 

 

 

６ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前アンケートの「働くこととはどうい

うことか」「なぜ人は働くのか」の回答

でワードクラウドを見せ、考えの変化に

目を向けやすいようにする。 

 

・視点を提示し、何についてふり返るのか 

明確にする。 

・思うように意見を出せていない生徒に 

は、まず大まかに記入させてから、どの 

ような活動や体験が印象に残っている 

か、それはなぜかなど問いかけ、具体的 

に振り返りができるように支援する。 

 

★個人ページで自分自身について振り返

り、その後ランダムに設定した相手とお

互いのページを見ながら意見を交換し

合い、考えを深める。 

 

・黒板に「これはいつ・だれが・どういう

ときのことか」「何がきっかけでそう感

じたのか」など、考えを深められるよう

な問いをコメントで書き合う。 

 

・振り返りを基に、「働くこととはどうい

うことか」という問いを再考する。 

思①職場体験学習で得た学びを基に、働く

ことの意味に対して自分の考えを深

めることができる。【ふきだしくん】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「働く」って、どういうこと？ 

職場体験学習で学んだことをふり

返ろう。 

 

 

 ・事前アンケートの回答で作成し

たワードクラウドを見せ、体験

前後での働くことに対する考え

の変化を尋ねる。 

２ 職場体験学習をふり返る。 

 (1) タブレットを使って整理する 

 ・ふきだしくんを使い、職場体験

学習で感じたことを以下の視点

でふり返る。 

 ①嬉しかった、やりがいを感じた

こと 

 ②大変だった、苦労したこと 

 ③頑張ったこと、もっと頑張れた

こと 

 ④職場の人たちから学んだこと 

 ⑤今後の自分に生かしていけるこ

と 

 (2) 交流する 

 ・ランダムに設定した相手と互い

のページにコメントを書き合

う。 

 (3) 振り返りを深める。 

 ・自分のページについたコメント 

を基に、再考する。 

３ 本時のまとめをする。 

 

 

まとめ 

 働くこととはお金を稼ぐだけで

なく、自分の目標や夢を叶える手

段でもあった。 

 

 

５ 本時の振り返り、次時の課題を 

確認する。 

目標  職場体験学習で取り組んだことや、働く中で感じたこと、得た学びなどを

分かりやすく整理し、自分の考えを深めることができる。 

が で き る 。 

ワークシートへの記述 

(例)働くこととは、生活のためにお

金を稼ぐだけではなく、他者や地

域のために自分の力を使ったり、

自分にできることを最大限行った

りすることだと思う。 
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７ 

８ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思①作業が進まない生徒には、スライドの

構成や内容について参考例を黒板に

提示したり、ウェビングマップを活用

したりして、分かりやすいスライドが

作れるよう支援する。 

【パワーポイント、観察】 

 

 

学習課題 

職場体験学習の学びをスライド

にまとめよう。 

 

 

・事業所ごとに集まり、職場体験学

習の仕事内容や体験を通して感じ

たこと、学んだことをスライドに

まとめる。 

 まとめ 

 構成や表現を工夫してスライド

を作ることができた。 

 

 

 10      

  

 

学習課題 

 中間報告会をしよう。 

    

  ・２、３つの事業所でお互いにプレ 

ゼンを発表し、アドバイスし合う 

○   技①レイアウト・発表の順番・一番伝えた

いところはどこか、という３つをアド

バイスの視点として助言する。 

【観察】 

  

 

まとめ 

 スライドを作る際は、写真に分か

りやすい見出しや、簡潔な説明の方 

が分かりやすい。 

    

 

11 

   

 

 

◎ 

  

 

 

思①アドバイスを基に、情報を整理したり 

レイアウトを変更したりして、スライ 

ドを分かりやすく修正している。 

【パワーポイント、観察】 

・中間報告会でのアドバイスを踏ま 

えてスライドを修正する。 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 スライドを改良しよう。 

12      

  

 

学習課題 

 職場体験学習の学びを 1年生に

伝えよう。 

 

 

   

  ・２、３つの事業所でグループを作

り、１年生に職場体験学習での学

びを発表する。 

◎   技①声のトーンやジェスチャーなど、表現

方法を工夫して、他者に自分の考えを

分かりやすく簡潔に伝えることがで

きる。 

  

 

まとめ 

 発表をするときは、声のトーンや

緩急だけでなく、聞く人の反応も見

ながら話す方がより相手に伝える

ことができる。 

   【観察、プレゼンテーション】 

 

まとめ 

 発表の順番やレイアウトなど

を工夫して改良することができ

た。 
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第１学年１組 総合的な学習の時間 学習指導案 

日立市立坂本中学校 

テーマ 未来を拓く力を育む生活科・総合的な学習の時間の創造 

 
１ 単元名   心ゆたかな体験学習の行程を考えよう 
 
 
２ 単元について 

１年生の総合的な学習の時間の探求課題は「地域や人を知ろう」である。１学期に自分たちが

住む日立市の魅力について改めて調べる学習を行い、２学期の「心ゆたかな体験学習＋」で実際

に日立市内を巡り、郷土の良さを再確認する。そして３学期に、これまでに再確認してきた日立

市の魅力をお互いに発信しあう発表会を行い、これまでの学習のまとめを行う。 

当該学年は生徒数が女子４名と極めて少ないため、大人数を前にしての発表会のような場の設

定が難しい現状がある。半面、４人の仲が良好であるため、グループ活動など、近い距離間での話

合い活動や意見発表がやりやすく、意思疎通しやすい。 

そのため、今回の授業では探求課題である「地域や人を知ろう」に沿って、それぞれが調べてき

た日立市の魅力を直に感じられるよう、通常であれば教師主導で決定する旅行の行程を生徒自身

に考えさせていく。出発時刻や到着時刻、バスで行くことのできる範囲など制限は多いが、その

制限の中で最適な行程を考え、見学地や所要時間などを話合い活動を通して決定していくことで、

情報の取捨選択の能力や、発信力・表現力の向上を図りたい。 

 

 

３ 目 標 

 〇 心ゆたかな体験学習の課題追究をもとに地域を見つめ直し、課題を設定することができる。 

○ 自分で設定した課題に対して、必要な情報を集め、調査活動をしながら、課題を追究するこ

とができる。 

○ 調査した内容や集めた情報を分かりやすくまとめ、発表することができる。 

 

 

４ 指導と評価の計画（４０時間扱い）                     ○は本時 

 

 第１次 課題決定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 

 第２次 情報収集・調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６時間 

 第３次 体験学習・実地研修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０時間 

時 主な学習活動・内容 評価規準（評価方法） 

 

○１～４ 

 

５～８ 

心ゆたかな体験学習の準備をしよう 

 

・日立市内で巡るスポットを選定し、

日立市内巡りの行程を考える 

・宿泊の役割を決める 

 

・話合いに積極的に参加し、体験学習の

行程を組んだり、役割を決めたりしよ

うとしている｡（観察・ワークシート） 

９～20 心ゆたかな体験学習に出かけよう 

・自らの役割を全うし、お互いに協力して

生活しながら、日立市の魅力を確認し、

体験学習を成功させようとしている。 

（観察・自己評価） 

 第４次 まとめ・発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０時間 
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５ 本時の指導（４時間扱い） 

（１）目 標 

○ 話合い活動に積極的に参加し、日立市の魅力を確認できる見学場所を選定し、当日の行程

を考えることができる。 

 

（２）準備・資料 

タブレットＰＣ、電子黒板、調べ学習記録用紙、バス配車時刻表、筆記用具 

 

（３）展 開 (評) 評価の規準 
 

学 習 活 動 ・ 内 容 支援・指導上の留意点 （評価） 

１ 本時の学習課題を知る。 

 

・これまでに調べた日立市についての内容と関連

した体験学習にできるよう、話し合いながら行

程を決めていくことを伝える。 

２ 見学場所を選出する。 

・これまで調べた日立市についての学習から､

実際に見学・体験する市内の施設等を出し

合う。 

 

 

・前回まで行った日立市についての調べ学習の記

録用紙を見返しながら、見学候補地を自由に出

し合わせることで、前回までの学習内容を生か

せるようにする。 

・出し合った見学候補地は、タブレットＰＣを用

いて記録し、次の行程検討に利用できるように

する。 

３ 見学場所を選定し、行程を考える。 

・話合い活動を行い、見学場所や順序・見学

時間を考え、行程を決める。 

 

 

・話合いの内容を行程表に反映させ、全員で

共有する。 

 

・タブレットＰＣを用い、まなびポケットの「発

表ノート」機能を利用して、見学場所や順序を

入れ替えながら決めるよう指示することで、学

習の効率化を図る。 

・バスの出発時刻や、利用する宿舎への到着時刻

は変えられないため、限られた時間内で見学で

きるよう行程を考えさせる。 

・できるだけそれぞれが調べ、選出した見学候補

地が入れられるよう配慮できるよう声かけを行

う。 

 

(評) 話合いに積極的に参加し、体験学習の行程を

組もうとしている。（観察・ワークシート） 

４ 本時のまとめと必要な準備の確認を行う｡ 

・作成した行程表を用いて、当日の流れを確

認する。 

・次回以降準備が必要な項目を列挙し、全員

で確認する。 

 

 

・無理のない行程になっているか考えながら確認

できるように声かけを行う。 

・今回決めた行程の中で、決まっていない事柄を

考えることで、次時の学習課題を意識できるよ

うにする。 

 

心ゆたかな体験学習の行程を考えよう。 

・かみね動物園  ・日立駅 
・郷土博物館   ・吉田正記念館 
・十王ダム    ・日立港 など 

・夕食、朝食のメニューと係分担 
・各見学場所の見学ポイント 
・宿舎での活動内容 
・持ち物 
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第２学年５組 総合的な学習の時間学習指導案 

日立市立泉丘中学校 

 

教科研究課題 自己の生き方を高めるための「総合的な学習の時間」の編成と運営の研究 

～他者との関わりの中で自己の生き方を考える体験活動～ 

１ 単元名  職場体験の振り返りをしよう 

    

２ 目標 

（１）社会的マナーや世界遺産などの一般教養を身につけることができる。    （知識及び技能） 

（２）世界的観光地と地元の違いを理解し、住みよいまちづくりを考えるきっかけにつなげることがで
きる。                          （思考力、判断力、表現力等） 

（３）他者の考えを理解しながらも、協働して課題解決に取り組もうとしている。 

                                （学びに向かう力、人間性等） 

３ 単元について 

（１）単元観 

修学旅行は、中学校生活において大きな行事の一つである。ただ楽しく観光して終えるのではな
く、日常生活に関係の深い施設や公共物等の利用の仕方を身に付けたり、社会人としてのマナーの
向上、自立心、向上心など、生徒の自立的な生活に結びつく力を育むことを目指している。また、
学習指導要領の総合的な学習の時間の目標（３）では、「探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに、互いの良さを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。」と記さ
れていることから、修学旅行を通して発見した京都や奈良の街の特徴を地元の日立市と比較するこ
とで、SDGｓの 11「住み続けられるまちづくりを」について考えるきっかけにもつなげていけるよ
うに活用していきたいと考えた。 

（２）生徒観     修学旅行事後アンケート（令和５年６月８日 実施 男 15名女 15名計 30名） 

本学級の生徒は、男女分け隔てなく協調性をもって学校生活に取り組むことができている。今回
のアンケートでは、修学旅行を振り返り、特に印象に残った名所はどこかを聞いてみた。その結果、
金閣寺や清水寺など世界遺産に登録されている寺社仏閣の名所が多く挙がった。また、地元地域と
の違いを比較したことで、本学級の生徒は世界遺産の偉大さを理解できていることが分かる。本時
の授業では、この結果を生かしてまちづくりを考えるきっかけにつながるような展開を目指してい
きたい。 

（３）指導観 
本校では現在、ICT を積極的に活用した授業づくりに力を入れている。本単元でも、修学旅行の

まとめ学習にタブレットを用いた新聞形式のレポートの作成や、発表や振り返りにはExcelやForms
の活用を行っていく。本時は発表の時間に該当し、自分でまとめたことや友人の発表を聞いたこと
で発見した「地元と観光地の違い」を今後の探究的な学習につながるきっかけにしていくことを目
指して実践したい。 
  

４ 指導と評価の計画（全 20時間）   

時 主な学習活動 評価規準及び評価方法 

〈事前〉 ・オリエンテーション ・修学旅行の目的を理解し、意欲的に準備に取

１ 修学旅行は楽しかったか。 
 ア 楽しかった 26名  イ 勉強になった 2名  ウ もっと見たい（知りたい） 2名 
エ 学ぶものはなかった 0名  オ もう行きたくない 0名 

 
２ 今回の修学旅行で印象に残った場所はどこか。（自由記述） 
 伏見稲荷神社、清水寺、金閣寺、銀閣寺、北野天満宮、興福寺、東寺、二条城、京都駅 
 
３ 自分たちの地元（茨城・日立）と比較して何か違いはあったか。 
 ア 違いはあった 29名  イ あんまり違いはなかった 1名  
ウ 全然違いはなかった 0名 エ むしろ地元の方が良かった 0名 

 
４ ３で答えた理由。（自由記述） 
 世界遺産を所有しながらの街の雰囲気や景観の良さ、文化の違い、交通インフラの整備 
 駅の広さ、ビルの多さ、看板の色合い、街の歴史 ほか 
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１～９  修学旅行の日程や目的の説明 
・修学旅行の計画 
 班別活動の計画や見学地の選別 
・事前指導 
 公共機関のマナーの確認 

り組もうとしている。 
(課題発見・解決能力：観察・ワークシート) 

・ICTを活用して、見学地の選別や計画の話し
合いを行おうとしている。 
(資料収集能力･表現力:観察･ワークシート) 

〈事中〉 
10～17 

・修学旅行の実施 
 これまで調べてきたことを基に、活
動に臨む 

・計画に沿った活動を実施しようとしている。 
(課題発見・解決能力：観察・しおり) 

・他者と協働して課題解決に取り組もうとし 
ている。 
(自己の生き方：観察・活動) 

〈事後〉 
18～20 

・修学旅行のまとめ 
写真や資料を用いて、体験したこと
や経験を新聞形式でまとめる 

・まとめの発表   （本時 20／20 時） 
まとめた内容を発表し、まちづくり
を考えるきっかけにする。 

・体験したことをわかりやすくまとめようと
している。 
(資料収集能力･表現力:観察･ワークシート) 

・まとめたことをわかりやすく発表の仕方を
工夫している。 
(資料収集能力・表現力：観察・発表) 

・発表を聞いて、住みよいまちづくりについ
て考えようとしている。 
(課題発見・解決能力：観察・ワークシート) 

   
５ 本時の学習 
（１）目標 
   ・地元と名所との違いに気づき、まちづくりのアイデアをわかりやすく伝えようとしている。 

 （思考力、判断力、表現力） 
（２）準備・資料 
   ・タブレット PC ・大型モニター、ワークシート、振り返りシート 
（３）展開  

学習活動・内容 
活動場所 
形態 

教師の働きかけ 
※評価 ◎個に応じた支援 

１ 本時の課題を発表する。 
発表。 

・生活班になり、班内で行う発表の準備。 
 ・発表を行う際の注意点を確認する。 
 
２ 班内で発表する。 
 ・発表時間は一人２分で行う。 
 ・発表を聞き終えたら、感想を Teamsから入力

する。 
 ・感想の中での良い意見は、最後に全体で共有

する。 
 ・班内での発表が終わったら、感想をまとめて

おく。 
 
 
３ 発表内容を振り返りながら、住みよいまちづ
くりにつながるヒントを探す。 

 ・はじめは個人で考えて、気付いた内容をグル
ープや学級でも共有し、確認する。 

 ・世界遺産の登録以外に、自分たちには何がで
きるのかを考える。 

 ・パンフレットやポスターの存在に気付く。 
 
 
４ 本時の振り返りを行い、今後の活動の内容を
確認する。 

 ・振り返りは Formsを活用して行う。 
 ・課題探究はこれからも続いていくことを説明

する。 

教室 
 
 

一斉 
 
 
 

グループ 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別 
 

グループ 
 

一斉 
 
 
 
 

個別 

 
・本時の活動の流れを確認し、見通しを持た
せる。 

・お互い気持ちよく発表に臨める雰囲気作り
のために、発表時の約束を確認する。 

 
 
・不具合によってうまくパソコンが起動しな

い生徒には、予備のパソコンを渡す。 
・発表時間を管理し、時間内で済ませるよう
に指導する。 

◎入力は後からでも出来るので、メモをとる
ように助言する。 

・良い意見は Exel の vlookup 関数を使い、
全体に共有できるようにする。 

 
・アンケート結果を引用し、まちづくりのヒ
ントに生かすよう指導する。 

◎京都や奈良にはどんな特徴があったかを
思い出すようにする。 

 
※京都や奈良の魅力を理解し、まちづくり
の参考に活用することができたか。 

 （ワークシート、振り返りアンケート） 
 
・Forms に自己評価と振り返りを記入する事
で本時のまとめができるようにする。 

・授業の中で発見できたことを将来の課題に
繋げていくよう指導する。 



第２学年２組 総合的な学習の時間指導案 

日立市立河原子中学校 

１  単元名 生き方について考えよう 

 

２  単元の目標 

〇 様々な体験学習を通して、自ら課題を見つけ、意欲的に研究するとともに、目的に応じて手法

や方法を考え、課題を追求することができる。                     （活動し追求する力） 

〇 様々な体験学習に積極的に参加し、また他者の発表を自己に関連づけて聞くことができる。 

                                                    （関わりあう力） 

〇 自己評価や相互評価を通して各自が体験活動を振り返り、今後の活動の方向を確かめることが

できる。                                                     （学びを自分に返す力） 

 

３  指導にあたって 

    本単元は、体験活動を通して他者と協調して生きることの大切さを実感し、自己のあり方を考える

ことができる力を育むことをねらいとした単元である。また、職場体験活動を通して、働くことの意

義を学び、労働に対する考え方や理解を深めることを目標としている。 

    本学級の生徒は、アンケートを見ると、「働く」ことの意義や、職場体験学習で学びたいことについて

は考えられている生徒が多い。しかし、就きたい仕事の項目では具体的に書けた生徒が少ない。 

職業、職場体験学習に関するアンケート（５月１５日調査 １９人） 

そこで本時は、職場体験学習でお世話になる事業所での振る舞いや対応を練習する活動を通して、

よりよい人との関わり方について探究するとともに、職場体験学習や「働く」ことへの意識や興味を

さらに高められるようにしたい。 

 

４ 指導計画(３０時間）時間の○は本時 

  １次  「仕事」について調べ、「働くということ」について考える。 ··········· ４時間 

  ２次  「仕事」を体験し、自分の考えをまとめる。 ························· １５時間 

時 主な学習活動・内容 主な評価規準 

１ 
事務所への電話のかけ方を学び、練習

する。 

意見交換を通して、電話での適切な話し方を、身

につけることができる。 （観察・ワークシート） 

2,3 
事務所へ電話し、打ち合わせの予定を

確認する。 

電話での適切な話し方や対応を実践できる。 

（観察） 

４ 
事務所へ行き、職場体験当日の日程や

持ち物について担当の方に確認する。 

事前打ち合わせでの適切な話し方や対応を実践

できる。        （観察・ワークシート) 

⑤ 
ロールプレイを行い、事務所での活動

の予行練習を行う。 

意見交換を通して、職業体験学習での適切な話し方や

対応を考えることができる。（観察・ワークシート） 

６～

15 

職場体験学習 事務所での活動を通して｢働く｣ことの意味を考

え、自分の将来を見つめ直すことができる。 

（観察・ワークシート） 

３次  「働くということ」について、自らの考えを伝える。 ················· １０時間 

  ４次  自分の将来を見つめる。 ············································· １時間 
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 質問内容 
具体的に 

書けている 

曖昧ながら 

書けている 
書けていない 

１ あなたが考える「仕事」とは？ １４人 ５人 ０人 

２ あなたの就きたい仕事は何ですか？ １１人 ３人 ５人 

３ 職場体験でどのような体験をすべきだと

思いますか？ 
１５人 ３人 １人 



５  本時の目標 

（１）目標 

       ・職場体験学習のロールプレイを通して、適切な話し方や対応を考えることができる。 

  （２） 準備・資料 

       ・ワークシート ・ホワイトボード 

  （３）本時における練り上げの視点 

       ・前時までの学習を参考に、適切な話し方や話す内容を吟味し、実践する。 

       ・グループ内で役割を分担することで、グループ学習での意見交換の充実を図る。 

  （４）展開 

学習活動・内容 
形態・資

料 

指導上の留意点（※指導の工夫、○学び合い） 

T1 T2 

１ 前時を振り返る。 

  ・職場体験学習でのマナーに

ついて大切なことを振り返

る。 

２ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

３ 場面設定に応じたロールプ

レイを実践する。 

（１）職場での注意点について

考える。 

（２）職場での注意点を共有す

る。 

     ・言葉遣い 

     ・表情 

     ・適切な声量 

（３）役割を分担し、ロールプレ

イを実践する。 

      ・事業所に行って最初の

自己紹介 

      ・分からないことをお客

様に聞かれたときの対

応 

（４）実践を振り返り、気付いた

ことを話し合う。 

（５）各班で気付いたことを、全

体で共有する。 

４ 本時の内容を振り返り、まと

めをする。 

・体験先での対応を考えたこ

とで、どんな気付きがあっ

たかをまとめる。 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

グループ 

 

 

 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

グループ 

 

全体 

 

個人 

・挨拶、お辞儀、話し方

の中で大切なことは

何かを振り返り、相

手に失礼がないよう

に意識することが大

切だということを全

体で確認する。 

・職場体験学習が近い

ことを考慮し、グル

ープで協力しなが

ら、真剣に活動に取

り組むように声をか

ける。 

・机間指導で振り返り

ができていない生徒

へ、声かけを行う。 

・挨拶やお辞儀がよく

できている生徒を指

名し、全体の前でお

手本として実演して

もらう。 

・机間指導で、注意点

を考えられない生徒

へ補助的な発問を行

う。 

※関連した職種ごとのグループに分かれること

で、観察者も「自分だったらどうするか」を考

えられる場面を作り、考えを共有することで

新しい気付きとする。 

 

 

 

○生徒、事業所の人、観察者等に分かれて予行練

習を行うことで、丁寧な話し方や臨機応変な

受け答えができているかを確認するように指

示する。 

○役割を交代しながら練習を繰り返し、気付い

たことについてその都度改善を図っていくよ

うに助言する。 

 

 

 

 

○ホワイトボードやワークシートを用いてグル

ープの考えをまとめ、学級全体で共有するこ

とで新しい考え方や発見へとつなげられるよ

うにする。 

12-2 

(評)意見交換を通して職業体験学習での適切

な話し方や対応を考えることができた

か。  (観察・ワークシート) 

(活動し探求する力) 

職場体験学習に向けて、予行

練習をすることで、状況に応

じて対応する力を身に付け

よう。 

・積極的に挨拶や質問をする。 

・相手の気持ちを考えて行動

する。 
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